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はじめに 

その昔、陸地の大半は豊かな森林でおおわれていました。森林は、人々が食料や生活 

のために必要なものを得る場所であリ、神々の住む神聖な場所でもありました。その後 

文明が進むにしたがって、森は切り開かれ、農地や牧場や住居に変えられてきました。 

森林はさらにどんどん減少し、ついに地球環境がおびやかされるまでになりました。 

地球の環境は、さまざまな生物、無生物が微妙に調和してできています。それは、人 

間にとって快適な生活に欠かせない自然環境です。 この大切な地球環境が破壊されつつ 

あるというしるしは、たとえば世界各地で多発する洪水や山崩れ、 さらに地球の砂漠化 

や温暖化の進行などに見られます。森林の減少がこのままさらに進んでいくとしたら、 

地球上に住む生物、そして人々の生活環境にいちじるしい悪影響をもたらすでしょう。 

そのように大切な役割をもつ森林とは、いったいどのようなものでしょうか。どこに、 

どれくらいあるのでしょうか。どのような働きをしているのでしょうか。そして、豊か 

な森林を取リもどすにはどうしたらいいのでしょうか。 これからみんなでいっしよに考 

えてみましょう。 
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it 森林ってどんなもの 

森林とは、樹木が群がって生えている状態をいいます。そして、 

そこが農業や牧畜に利用されていないところ、 自然の草などの植 

物、虫や鳥などの動物、カビやきのこなどの微生物が生活する場 

所のことを森林といいます。森林は、陸上でもっとも多くの種類 

の生物が暮らしている場所でもあります。 

森林の主役はもちろん樹木です。森林は、ひとつには、 この樹 

木の高さや密度、 自然にできたか人工的につ〈られたか、 どうい 

う用途で利用されているかなどによって分類されます。 

\ 
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●高さによる分類 

・高木林（約5 航以上の森林） 

・低木林（約5 存以下の森林） 

●樹木の密度による分類 

・閉鎖林（枝葉が隣の木と触 

れ合って、上空から地面が 

見えないくらいに密にしげ 

7 査森林） ・樹冠投影面積 

・疎林（樹木がまばらに生え 

ている森林。上図のような樹冠投影面積が、地面の一部しかおお 

っていない森林） 

●森林のでき方による分類 

・天然林（自然にできた森林） 

・人工林（人が植林してできた森林） 

●森林の用途による分類 

・生産林／経済林（木材などの生産を目的とする森林） 

・保護林／保安林（環境や生物などを保護する目的の森林／社会的 

機能を果たす目的の森林） 

森林の種類 
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★生物の分類と名前 

生物は、界一門－網 

―目一科一属一種の階 

級で分類され、それぞ 

れの階級の副級には亜 

をつける（亜門、亜種 

など）。 たとえばアカ 

マツは、 「植物界、維 

管束植物門、裸子植物 

亜門、針葉樹類網、マ 

ツ目、マツ属」に属す 

る。 ヒトは、 「動物界、 

脊椎動物門、ほ乳類網、 

霊長目、 ヒト属」に属 

する。生物種は分類上 

の最小単位で、原則と 

して異種間の子孫はで 

きない。なお、人間が 

交配などで作った種 

は、品種とよばれる。 

たとえぱササニシキや 

コシヒカJ は、 イネと 

いう種の品種。 

生物の科学上の名前 

は全世界共通で、属名 

と種名を組み合わせた 

ラテン語で表記する。 

たとえば、アカマツは 

Pinus （ 属 名 ） 

densiflora （種小名）、 

人はHomo sapiens。 

現在、名前のある生物 

の数は約 150 万で、 

そのうち昆虫類が約半 

数、高等植物が4 分の 

1 を占めている。 

、 

魂 
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閉鎖林（バプア・ニューギニアの熱帯雨林） 疎林（ポツワナのサバンナ林） 
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第1章 森林ってどんなもの 

いきもの 

森の生物たち 森林は、地上数十航から地下数航の範囲にさまざまな生物が生活できる空間 
どじよう 

をつくっています。それらの生物は、生物同士、 また大気、水、土壌、光、温度などの環境 

と、ー定のつながりと調和をもって存在しています。 
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■森林生態系 

クイスだよ 

答は最終 

ページ 

陸上動物の樹須 

がもっとも多い 

のは、次のうちどこ？ 

a ，密林 

b．小川や空き地がま 

ざっている森林 

C ．草原 

C'．沼地 

e．砂漠 

生物が生きていくためには、たえず外界からエネルギー（ま 

たは物質）を取り入れなければなりません。そのエネルギーの 

源は太陽ェネルギーです。太陽の光ェネルギーにより、植物が 

光合成で無機物から有機物をつ〈 リ、 それが動物や微生物の食 

料となり、ふたたびび無機物にされます。 
じゅんかん 

このようなエネルギーや物質の循環が行 

なわれる生物と環境の空間を生態系とい 

い、森林がその空間である場合は森林生 

態系といいます。 この空間では、生物間、 

生物と環境間に次のような密接な調和が 

みられます。 ウツボカズラ（食虫植物） 
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生物間の相互作用 植物は、昆虫や動物にえさや巣を提供します。 

反対に、チョウやハチは花粉を運んで植物の受精を助け、鳥やリ 

スはあちこちに種子をまき散らして遠〈で発芽するのを助けま 

す。 このように、植物も動物もおたがいの生存に欠かせない存在 

なのです。 このような状態を生物間相互作用といい、おたがいに 

助け合いながら生活しています。 

生物と環境の相互作用 冬になると木々の葉は落ち、熊やモグラ 

などは冬眠します。このように大気、気温、光などの環境は、生 

物の生活に影響を与えます。ー方、生物の生活が新しい環境をつ 

〈り出すこともあります。生物と環境のこうした関係は、 さらに 

次々と影響し合います。たとえば、高木林は木陰をつくり、その 

暗く湿った林内にはこの環境を好む生物が住みつき、つづいてそ 

れをえさとする生物が集まってきます。 

Ti,.ll''l' 
三 ★樹木とは 

多年生で、木質の幹 

で自らを支える植物。 

もう少しくわしく言 

うと、茎に形成層が 

あり、その活動で茎 

の内側に年々、木 

質（材）部をた 」 

〈わえる植物Q . 

, 
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オランウータンも森林の住人 草食動物の代表的なシカたち 

肩 
』処2m、 

aつ，と―刈ろ、う 森林生態系 

森林生態系を構成する生物集団は、生産者、消費者、分解者に分け 
む き ぶ つ ゆう き i：つ 

られます。生産者は、光合成作用により無機物から有機物を合成する 
り」くL 」（ 

~ ことのできる生物です。 これは大部分が緑色植物です。消費者は、生 
ゆ う 、；’っ I fくt 上（ 

－ 産者が生産した葉や枝、根など有機物を食べて生活する植食動物類と、 

－ その動物を食べる肉食動讐誓了す。分解者甘；麗んだ生産者や消費者 

－ などを分解して生活し、有機物をふたたび無機物にする微生物なとで 

じ二一－一 一一－－一ー 一 一 ー －一ー タ 

」
 

三 ★緑色植物 

光合成を行なうため 

に葉緑素／葉緑体を 

もつ植物で、地球上 

でー番栄えている。 

緑色植物以外に紅色 

植物、褐色植物な 

どもあり、いずI 

れも藻類。 ． 

4 

生物間の相互作用 植物は、昆虫や動物にえさや巣を提供します。

反対に、 チョウやハチは花粉 を運んで植物の受精 を助け、鳥や り

スはあちこちに種子をまき散らして遠 くで発芽するのを助けま

す。 このように、植物も動物もおたがいの生存に欠かせない存在

なのです。 このような状態を生物間相互作用 といい、 おたがいに

助け合いながら生活 しています。

生物と環境の相互作用 冬になると木々の葉は落ち、熊やモグラ

などは冬眠 します。 このように大気、 気温、光などの環境は、生

物の生活に影響を与えます。一方、生物の生活が新 しい環境をつ

くり出す こともあります。生物 と環境のこうした関係は、 さらに

次々 と影響 し合います。 たとえば、 高木林は木陰をつ くり、 その

暗 く湿った林内にはこの環境を好む生物が住みつ き、つづいてそ

れをえさとする生物が集まってきます。

欝騨　　　　　　　　　　
‐ルー--*. 〆 ,、← ,ド4耕

草食動物の代表的なシカたち

　 　 　　

＼-
　　　　　

　　

じ -員 二はし′」亡ヒー

ドコ h・ 貴雪氷 とば

　　　　 　　　　
多年生で、木質の幹

で自らを支える植物。

もう少しくわしく言

うと、茎に形成層が

あり、その活動で茎

の内側に年々、木

質 (材) 部をた

くわえる植物。

森林生態系を構成する生物集団は、生産者、消費者、分解者に分け

られます。生産者は、光合成作用により無機物から有機物を合成する

ことのできる生物です。 これは大部分が緑色{虐待}です。消費者は、生

産者が生産した葉や枝、根など有機物を食べて生活する値食動物類 と、

その動物を食べる肉食動物類です。分解者は、死んだ生産者や消費者

などを分解 して生活し、有機物をふたたび無機物にする微生物などで

す 。

ヒムa-rh-- しず じ--じ

光合成を行なうため

に葉緑素/ 葉緑体を

もつ植物で、地球上

で一番栄 えている。
　　　　　

緑色植物以タトに紅色
かつL上く

植物、褐色植物な

どもあり、いず

れも藻類。
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第2章 世界の森林・日本の森林 

森林では、生物と環境、生物相互間の複雑なつながリがバランスを保って生態系を維持し 

ており、 1 種類だけの生物が異常に増えない仕組みになっています。しかし何らかの原因で 

ひとつのつながりが断ち切られると、それ以外の生物にも大きな被害を及ぽすことがあリま 

す。 とくに、食物連鎖の低い位置にいる生物が急激に減ると、その上にいる高次の生物が全 

滅することもあります。また、食物連鎖の上位の動物は、大型で生活範囲が広い上に、数が 

増える速度が遅いのが特徴です。フクロウ、ワシ、オオカミ、キツネなどはこの例で、森林 

減少の影響を受けやすい動物です。 

●森林における食物連鎖 

第4次消費者 大型肉食動物 
" 

第3次消費者  中型肉食動物 c へこ 

. 
第2次消費者  小型肉食動物 

叫， 

× 、 

才てで、、 
第1次消費者  草食動物 7 ノ 

生産者 植物 翻■ 
山
耕
」
 

クイスだよ 

答は最終 

ページ 

キツネは何次消 

費者でしょう？ 

、lv 剥、 

J/1シ 
り‘ 

食物連鎖 画 

消費者である生物は、その食物を他の生物から得て生活しています。 

（例1）植物の葉→毛虫など食葉昆虫→小鳥→ワシなど猛禽類 

（例2）植物の蜜→チョウ→カエル→ヘピ→大型肉食獣 

このような関係を食物連鎖とよんでいます。この関係は、生産者→1 

次消費者→2次消費者→…とつながリ、高次になるほど個体数が減る 

ピラミッド型になリます。ー方、体の大きさは、高次の動物ほど大き 

くなる傾向があります。 

）
咋
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第2章 世界の森林 ・日本の森林

森林では、生物 と環境、生物相互間の複雑なつなが りがバランスを保って生態系を維持 L

てお り、 1種類だけの生物が異常に増えない仕組みになっています。 しかし何らかの原因で

ひとつのつなが‘」が断ち切 られると、それ }メタトの生物にも大きな被害を及ぼす ことがありま
L Iくもつれ{L ~

す。 とくに、 食物 ~幸せーの低い位置にいる生物が急激に減ると、その上にいる高次の生物が全

滅することもあります。 また、食物連鎖の上位の動物は、大型で生活範囲が広い上に、数が
とくらrう

増える速度が遅いのが特徴です。 フクロウ、 ワシ、オオカミ、キツネなどはこの例で、森林

減少の影響を受けやすい動物です。

幽森林における食物連鎖

第 4次消費者……………… 大型肉食動物 ′1mい

第 3次 i肖費者……・・……・中 型 肉 食 動 物

第 2 次 消 費 者 ・・・・・・・・・・・・小 型 肉 食 動 物

第1次消費者--." 草食動物 ＼せ′搬 ‘
き
議
事墾

ノサ ーキ 植物

クイスたよ .
・

答は最終
ページ

消費者である生物は、その食物を他の生物から得て生活 しています。

(例 1) 植物の葉→毛虫など食葉昆虫→小鳥→ワシなど猛禽類
キツネは何次消
費者でしょう?

(例 2) 植物の蜜→チョウ→カエル→ヘビ→大型肉食獣

このような関係を食物連鎖とよんでいます。 この関係は、生産者→ 1

次消費者→ 2次消費者→… とつなが‘」、高次になるほど個体数が減る

ピラ ミッ ド型に な ります。 一 方、 体の大 きさは、 高次 の動物 ほ ど大 き

くなる傾向があります。電磯が

5



2. 世界の森林・日本の森林 

森林の分布と種類を決めるおもな要因は、気温と降水量です。 

地球の気候は、大きく分けて寒帯、温帯、熱帯に分類されます。 

それぞれの気候帯に適応した森林があり、亜寒帯林、温帯林、熱 

帯林に大別されます。寒帯の半分は気温が低すぎて森林ができず、 

コケなどしか生えないツンドラとよばれる大地が広がっていま 

す。 

降水量との関係では、雨が多いところでは、 うっそうとしげっ 

た閉鎖林ができます。雨が少なくなるにしたがって、樹木がまば 

らな疎林からさらに草原となリ、ついには砂漠となります。 

森林の種類は、海抜によっても変わります。海岸から山地に向か 

って、低地林、山地林、亜高山林、高山林へと移っていきます。 

■気温と降水量による森林の種類と変化 

度 
最寒月平均気温（℃） 

気候帯 寒 帯 温 帯 熱 帯 1 
森林帯 （ッンドラ） 亜寒帯林 冷温帯林 暖温帯林 亜熱帯林 

製． 

-3 18 

年降水量 帝品）200 

温 帯 

醸＼＼草原＼＼疎林＼閉鎖林熱 帯  砂漠 
＼草 

原＼疎 林 ＼＼閉 鎖 林 

300 400 600 800 1.000 

亜寒帯林 

★針葉樹と 

広葉樹 

針葉樹は多くの場合、 

マツのように針状の 

葉をもってし、る木。 

広葉樹は通常、広 

い葉をもって 」 

いる木。 ． 

. ' ''. '‘. 
じ」う‘I」くL ゆ 

★常緑樹と 
らく」うt " 

落葉樹 

じ」うり」くじ“ 

常緑樹は年中緑の葉 

をつけて、、る木。 
らくようじ臣 ● ん き 

落葉樹は冬や乾季 

に葉が落ちて裸 A 

になる木。 “ 

カラマツ、 トウヒなどの針葉樹が多く、北欧、ロシア、カナダに広く分布 

し、世界の森林のおよそ30窃を占めています。シベリアにある広大な針葉 
は 

樹林はタイガとよばれています。タイガが火災で焼けるとカンバなどの広葉樹が生えるので、 

そのような森林は昔、火事があったことがわかリます。 

終舞 
嚇 

'
-
 
- 

案 
討－ 

亀r 

” 、J’一 

鳶舞 柳
 

一 

亜寒帯林（アメリカ北部の針葉樹林） 温帯林（日本の広葉樹林） 
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図 世界の森林・日本の森林

こうすLq 上う

ド
・一言 」-L-" バ ド森林の分布と種類を決めるおもな要因は、気温と降水量です。

地球の気候は、大 きく分けて寒帯、温帯、熱帯に分類 され ます。

それぞれの気候帯に適応した森林があり、並寒帯林、温帯林、熱

帯林に大別されます。寒帯の半分は気温が低すぎて森林ができず、

コケな どしか生えないツン ドラとよばれ る大地が広がっていま

す 。

降水量 との関係では、雨が多いところでは、 うっそ うとし!ずっ

た閉鎖林ができます。雨が少な くなるに したがって、樹木がまば

らな疎林からさらに草原 となり、ついには砂漠 となります。

森林の種類は、海抜によっても変わ ります。海岸から山地に向か

って、低地林、山地林、並高山林、高山林へ と移っていきます。

園気温と降水量に二よる森林の種類と変化

- r ニノ ープ,ず「キゴ三もと

針葉樹は多くの場合、

マツのように針状の

葉 を も っ て い る 木 。

広葉樹は通常、広

い葉をもって

い る木。

言語 デ
ー≧--ゴ ーt ーU--エー-"--;

/′"ノ.;」;.Lノ

　　　　　　　　　　
　　　　　　　

常緑樹は年中緑の葉

を つ け て い る 木 。

落葉樹は冬や乾季

度
最寒月平均気温 ぐC) ‐3 18

気候帯 寒 帯 温 帯 熱 帯

森林帯 (ツンドラ)1亜寒帯林 冷温帯林 1暖温帯林 亜熱帯林 1 熱帯林

年降水量 (濡 )2oo 3oo 4oo 600 800 1,000

温 帯 砂漠へ 草原＼ 疎林＼ 閉鎖林
熱 帯 砂漠 ＼ 草原＼ 疎林 ＼ 醐 林

に葉が落ちて裸

に なる木。

カラマツ、 トウヒなどの針葉樹が多く、北欧、 ロシア、 カナダに広 く分布　　　　　　　　　
も 豊三i三尺垢 認 者ドヨ 十 。 十 十十“

三‘ 一 し、世界の森林のおよそ 30 飯 を占めています。 シベ リアにある広大な針葉

樹林はタイガとよばれています。タイガがソく災で焼けるとカンパなどの広葉樹が生えるので、

そのような森林は昔、火事があったことがわか ります。
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第2章 世界の森林・日本の森林 

'. . . . ilレ． lil 

媛欝と崙■ 
共に落葉樹林だが、 

夏緑林は、冬に落葉 

する樹木が多くある 

温帯の林。雨緑林は、 

雨季・乾季のある地 

域で乾季には落葉 ‘ 

する樹木が多く 

ある熱帯・ 」 

亜熱帯の林。 』 

ト1言‘，‘じ－ ' . ' ' 

うんむ りん 

★雲霧林 

高山でいつも霧がか 

かって湿度の高し、と 
う んむた‘・ 

ころを雲霧帯といい、 

そこの森林を雲霧林 

という。熱帯 

の高山に多〈 」 

みられる。 ‘盈 

'I 
書う‘1三熱‘・ 

9 

プ 、 
★マングローブ 

熱帯、亜熱帯の潮間帯 

（満潮時に水をかぶる 

ところ）に生える樹木 

で、海水や汽水（海水 

と真水の混合）に耐え 

る。世界に数十種類あ 

り、 日本では沖縄に多 

い。海岸線や河ロに広 

がるマングローブ林 

は、 海水による陸地 

浸蝕の防止や、 力ニや 

エピなど沿岸海洋生物 

の生活の場として重要 

な役割を果たしている。 

温帯林 
気温の違いによって冷温帯林と暖温帯林に分け 

られます。冷温帯林は、おもにブナ、ナラ、カエ 

デ類なと’落葉広葉樹が多く生育しています。暖温帯林には、 

照葉樹林と硬葉樹林と夏緑林があります。ー年中湿度の高い気候 

で育つシイ、 カシ類が中心の照葉樹林は、 ヒマラヤから中国南部 

にかけての地域と西日本にみられます。冬に雨の多い地域に育つ 

オリーブなどかたくて小さい葉の硬葉樹林は、地中海地域などに 

みられます。夏に雨が多い地域に育つドングリの仲間（ナラ類） 

などの夏緑林は、北米大陸東南部などにみられます。 

温帯林 

緯度0 --30度ぐらいの間に分布し、 

世界の森林面積の約50釘を占めていま 

す。いずれも広葉樹林です。気候上の乾燥の度合いによって、多 

雨林、季節林（雨緑林）、乾燥疎林（サバンナ林） に分けられます。 

多雨林では常緑樹が密生して育ち、季節林では乾季に落葉する樹 

木があり、サバンナ林では乾燥に強い木がまばらに生えています。 

熱帯、亜熱帯地域には、塩水と淡水が混じリ合う河ロなどの湿地 

に育つマングローブ林もあります。 
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熱帯や亜熱帯にみられるマングローブ林（沖縄） 
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第 2章 世界の森林 ・日本の森林

気温の違いによって冷温帯林と暖温帯林に分けIL-‘;」LLLー張
られ ます。 冷 温帯 林 は、 お もに ブナ、 ナ ラ、 カエ

: ′ -L「ト
ー..

、ノ
ー
キ
ーゞ

共に落葉樹林だが、

夏緑林は、冬に落葉

する樹木が多くある

温帯 の林。 雨緑、林 は、

雨季 ・乾季のある地

域で乾季には落葉

する樹木が多く

あ る熱帯 ・

亜熱帯の林。

デ類など落葉広葉樹が多く生育 しています。暖温帯林には、
L」うよう亡ば一」{ こうようLトトリ八 かり上〈"ん

照葉樹林と破棄樹林と夏緑林があります。一年中湿度の高い気候

で育つシイ、 カシ類が中′この照葉樹林は、 ヒマラヤから中国南部

にかけての地域 と西 日本にみ られ ます。冬に雨の多い地域に育つ

オ リーブなどかた くて小さい葉の硬葉樹林は、地中海地域などに

み られます。 夏に雨が多い地域に育つ ドングリの仲間 (ナ ラ類 )

などの夏緑林は、北米大陸東南部などにみ られます。

緯度 0~30 度 ぐらいの間に分布 し、

世界の森林面積の約 50街を占めていま
ド

" “ LLL 一 t--三

　　　　　　 　　　　　　
す。いずれも広葉樹林 です。 気候上の乾燥の度合いによって、 多
う‘′‘」 きせつ‘一入 ラ" ーくりん かんそう -そ‘」{

雨林、季節林 (雨緑林)、乾燥疎林 (サバンナ林) に分けられます。
高山でいつも霧がか

か って湿度の高い と

ころを雲霧帯といい

そこの森林を雲霧林

とい う。 熱帯

の高山に多く

み られ る。

かんき

多雨林では常緑樹が密生して育ち、季節林では乾季に落葉する樹

木があり、サバンナ林では乾燥に強い木がまばらに生えています。

熱帯、亜熱帯地域には、塩水 と淡水が混 じり合 う河ロな どの湿地

に育つ マ ングロー ブ林 もあ ります。

　
　
　　　　　　　
"、溝 . す ぎ, ご,

砦

　　
　　　　 　

も′
1一.-- 一揖 , ,,.-; ＼

★マングローフ

熱帯、亜熱帯の潮間帯

G満潮時に水をかぶる

.

rところ) に生える樹木 ,

1でも海フドや汽水 G毎水
Fと真水の混合) に耐え !1
Lる。世界に数十種類あ 1

雲霧林 (タイ)

り、 日本では沖縄に多

い。海岸線や河ロに広

浸蝕の防止や、 カニや

エビなど沿岸海洋生物

の生活の場として重要

iな役割を果たしている。

　 　
熱帯や亜熱帯にみられるマングローブ林 (沖縄)
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世界の森林面積 世界の森林面積は38億7,000万ヘクタールで、陸地面積の30窃（%）を占 

めています。地域的には、ユーラシア大陸北部（ョーロッパ＋ロシア）と南アメリカでおよ 

そ半分の面積を占めています。また、世界の森林の約47侮が熱帯地域にあリます。 

●地域別森林面積 ■世界の森林帯の面積割合 

オセアニア 
1億9,800万算 

アジア 
5億4,800万算 

北・中アメリカ 
5億4,900万鉾 

14% 

14% 

アフリカ 
6億5,000万鋒 

17% 

5% 

27% 

23% 

ョーロッバ 

＋ロシア 
10億3,900万鋒 

南アメリカ 
8億8,600万鋒 

亜寒帯林 

温帯林 

33% 

11% 
9% 

亜熱帯林 

47% 

（注） この統計では、亜熱帯林は暖温帯林を含む 

熱帯林 

0 

) 

くソくンく、 
~ 

o ＝、 

くスう 

亜寒帯林 

冷温帯林 

草 原 

暖温帯林 

」熱帯季節林 

乾燥疎林 

熱帯多雨林 

その他※ 

麟 

※氷原、ツンドラ、 
砂漠、高山 
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世界の森林面積 世界の森林面積は 38 億 7,000 万ヘクタールで、陸地面積の 30 も (%) を占

め てい ます。 地 域 的 に は、 ユ ー ラ シア大 陸北 部 (ヨー ロ ッパ + ロ シア ) と南 ア メ リカで お よ

そ半分の面積を占めています。 また、世界の森林の約 47 街 が熱帯地域にあります。

圏地域別森林面積 国世界の森林帯の面積割合

ヨーロツ′t
十ロシア 亜寒帯林
10億3,9(刃万難

熱帯林

6億5,0(刀方線 亜熱帯林

(注) この統計では、亜熱帯林は暖温帯林を含む

る& 同 日
ー 熱帯季節林

区回E回
水庫 ノノドラ、
砂漠 高山

R
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第3章 失われていく森林 

■世界の森林面積に占める主要各国の割合 ●世界の人工林に占める主要各国の割合 

タイ（3%) 
その他 

(37%) 

口シア 
(22%) その他 

(23%) 

中国 

(24%) 

ブラジル ブラジル 1 
(3%) I 

J14%) インド 
(18%) 

インドネシア 

イン（3%)アー 農I (5%) 

日本（6%) 
アメリ力（6

%) 
口シア（9%) 

コンゴ豊亥トラリァ中国（4
%) 

アメリカ 

(9%) 

(4%) 

●主要国の森林率（国土面積に占める森林の割合） 

(%) 
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日本の森林面積 日本の森林面積は2,400万ヘクタールで、国土面積の約64％を占めてい 

ます。 日本には、北海道北 

部に亜寒帯林、本州中部よ 

り北に冷温帯林、本州中部 

より南に暖温帯林、沖縄な 

ど南西諸島には亜熱帯林が 

あります。 

日本は、主要国の中では 

非常に森林が多い国です。 

しかし、国土面積の割には 

人ロが多いので、 国民ー人 

当たリの森林面積は0.2 ノ＼ 

クタールと、 世界平均の 

0.65ヘクタールを下回って 

います。 

■日本の森林帯分布 
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第 3章 失われていく森林

島11日・界の森林 Pillネ.き,・に占める主要当事‐11の割合

ロシア
その他 (22%)
(37%)

カナダ
(6%)

アメリカ (6%)

LII態勢1、の人工林に占める.西台国の割合

コンゴだ トラリア中国(4%)

(4%)

圏主要国の森林率 (国土面積に占めるドトキトの割合)

(%)

フ ス 日 ブ マ イ ノ カ ア イ オ 中 全
イ ウ 本 ラ レ ン ル ナ メ ン 1 国 世

ジ 1 ド ウ ダ リ ド ス 界
三 千 ル シ ネ エ カ ト
ン デ ア シ 1 ラ 平
ド ン ア 多 竺

アメリカ ロシア (9%)
(9%)

圏国民 1人あたりの森林面積

(′ヘクターノレ/▲ )

イ 中 日 イ ア マ ノ ス ブ フ カ オ 全
ン 国 本 ン メ レ ル ウ ラ イ ナ 1 世
ド ド リ 1 ウ ェ ジ ン ダ ス 界

ネ カ シ エ 1 ル ラ ト (
シ ア 1 デ ン ラ 平
ア ン ド 多 馨

日本の森林面積 日本の森林面積は 2,400 万ヘ クタールで、 国土面積の約 64% を占めてい

ます。 日本には、北海道北

部に亜寒帯林、本州中部よ

りづヒに券温帯林、本州中部

よ り南に暖温帯林、沖縄 な

ど南西諸島には亜熱帯林が

あります。

日本は、主要国の中では

非常に森林が多い国です。

しか し、 国土面積の割には

人ロが 多いので、国民一人

当た りの森林面積 は 0.2 ヘ

ク ター ル と、 世 界 平 均 の

0.65 ヘ ク ター ル を下 回 っ て

い ます。

ハu
ゾ

ピコi日木の家事イン粉骨分布

[ コ 寒 帯 8

　　　　 　　
　 　 　　　　

　
　

　
[ コ 亜熱帯林

　 　　 　　

　
　

　 　　 　 　
リダ o o

その他
タイ (3%) (23%)



3 % 失われていく森林 

太古の地球は、森林、草原、砂漠、氷原、岩石地などでおおわ 

れていたと考えられています。人類が農耕をいとなむようになっ 

てからは、農耕地に適した森林と草原はしだいに耕地に変えられ、 

さらには生活のための都市や住宅地に変わってきました。 

18世紀の産業革命以後、世界の人ロはいちじるし〈増加してき 

ました。それと平行して、森林も急速に減少し続けています。 

2000年時点で、全世界で1年間に約940万ヘクタール（北海道 

よリやや大きい面積）の森林が失われていると報告されています。 

20世紀中頃までは、おもに産業が進んだ地域で森林が大きく減 

少しました。 しかし近年は、途上国、 とくに熱帯途上国での森林 

減少がいちじるしくなりました。 

クイスだよ 

答は最終 

ノ×ージ 

もし今のスピー 

ドで森林が減り 

続けた場合、地球上 

から森林がまったく － 

消えてしまうのはお 

よそ何年後？ 

■世界の年平均森林減少率と人口 ■1990年から2000年の間の森林の年平均 
増減面積 

Iコ 熱帯地域 

口非熱帯地域 

口全世界 自00万ヘクター川年） 

5 

曾森林減少率 
~世界人口 

  70 

天然林 人工林 全森林 
- 60 
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50 

縄』 

- 40 
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-15 

-20 

（億 
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一
 

- 10 

0 イ合

(%) 
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0.45 

0.4 

0.35 

叩
 

』
 

年
減
少
率
 

。
 

0.15 

0.1 

0.05 

1700- 1850- 1920- 950- 980 
1850 1920 1950 1980 1995 

（年） 

森林のなかでもとくに熱帯林は、いちじるし〈減少しているば 

かリではありません。木材の大量の伐採やひんばんな森林火災で、 

木の大きさが小さくなリ、本数もまばらな森林が多くなってきま 

した。そうなると、森林の機能が低下したリ、活力が弱まったリ 

します。 このような状態を、森林の劣化といいます。森林の減少 

と劣化の原因には次のようなものがあります。 

蠱 
森がないと、ぼくら 
は生きられないんだ 

10 

日=失われていく森林
ひーー).ナ/(

太古の地球は、森林、草原、砂漠、氷原、岩石地などでおおわ

れていた と考えられています。人類が農耕 をいとなむようになっ

てからは、農耕地に適 した森林 と草原は しだいに耕地に変えられ、

さらには生活のための都市や住宅地に変わってきま L た。

18 世紀の産業革命以後、世界の人ロはいちじるしく増加 してき

ま した。 それ と平行 して、 森林 も急速に減少 し続けてい ます。

2000 年時点で、全世界で 1年間に約 940 万ヘ クタール (北海道

よりやや大きい面積 ) の森林が失われていると報告さ;f1ています。

20 世紀中頃までは、おもに産業が進んだ地域で森林が大きく減

少 しま L た。 しか し近年は、途上国、 とくに熱帯途上国での森林

減少がいちじるしくなりました。

磯島
もし今のスピー

ドで森林が減り
続けた場合、地球 lt
から森林がまったく
消えてしまうのはお

よそ何年後?

鯛世界のfT三‐平均森林減少率と人口

- 世界人口

年 o・35

減 M
少
、U.j

率 o.25

0.2

0.15

0・I

0,05

1700‐ 1850‐ 1920‐ 1950‐ 1980-
1850 1920 1950 1980 1995

(年)

ri′1990 年か ら 20oo 年の間の森林▽)年平均
培ふ卵ー附ー

[] 熱帯地域

[コ非熱帯地域

(
億

‐5

　
‐10

(100万ヘクタール/年) [] 全世界

(J 天然林 人工林 全森林- -

-
‐15

‐20

森林のなかでもとくに熱帯林は、 いち じるしく減少 しているば

か りではありません。木材の大量の伐採やひんぱんな森林ソく災で、

木の大 きさが′i・さくなり、本数もまばらな森林が多くなってきま

した。 そ うなると、森林の機能が f 下 したり、活力が弱 まった り

します。 このような状態を、森林の劣化 といいます。森林の減少

と劣化の原因には次のようなものがあります。
森がないと、ぼくら
は生きられないんだ

　　　
女 ず.
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第3章 失われていく森林 

森林の減少 劣化の原因 ’恕二J 

農地・牧草地への転換 

20世紀後半、熱帯地域の途上国では爆発的に人ロが増 

えました。その人ロを支えるための食料増産で、 多〈の 

森林が農地に変えられてきました。 これが、森林減少の 

最大の要因です。さらに、エ業国での食料や嗜好品（コ 

ーヒーやタバコなど）の需要が増加して、熱帯地域の森 

林がそれらを栽培する農園へと姿を変えていきました。 

たとえば南米では、熱帯林が切り開かれて大規模な牧草 

地や農園に変えられ、 東南アジアでは、 ゴム、油ヤシ、 

ココアなどの輸出用作物を栽培する農園が急激に増えて 

います。また、 アフリカなどの乾燥疎林や草原では、た 

くさんの家畜が〈 り返し放牧されて草木の芽や根まで食 

べつくし、緑が失われてしまった土地も多〈あります。 

いどうこうさくあとち 

移動耕作跡地の増加 

熱帯の山間部では、森林を伐採し、草木を焼きはらっ 

て耕作する焼き畑農業が広く行われています。焼き畑は、 

2 ---3 年耕作すると土壌の栄養分が少なくなり、作物が 

育ちにく〈なリます。そのため、 この畑をすてて新しい 

森林に移動し、新しい焼き畑が作られます。焼き畑の 

跡地には自然に木々が生えてきますが、 りっぱな森林に 

なる前に、ふたたび焼き畑に利用されます。 また、焼き 

畑や牧草地に火入れをするときに、 まわリの森林に燃え 

移って大規模な森林火災となることもあります。 

しんたんざい 

薪炭材利用の増加 

熱帯地域とくにアフリカや中南米では、調理などの燃 

料として、おもに薪や炭が使われています。家庭用ェネ 

ルギーに占めるこう した木質燃料の比率はアフリカでは 

9 割を超え、森林減少や劣化の大きな原因になっていま 

す。薪炭材（薪や炭のための木材）の利用を大き〈増加 

させているのはもちろん人ロの急増です。その上、貧困 

ゆえにエネルギー源を安い木材にたよらざるを得ないと 

いう事情もあります。 また、熱効率の悪い調理用カマド 

が使われていることも木材の浪費につながっています。 
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森林の減少・劣化の原因

農地 o牧草地への転換
20 世紀後半、熱帯地域の途上国では爆発的に人ロが増

えました。その人口を支えるための食料増産で、 多くの

森林が農地に変えられて きました。 これが、森林減少の

最大の要因です。 さらに、工業国での食料や壱好品 (コ

ー ヒーやタバコな ど) の需要が増加 して、熱帯地域の森

林がそれらを栽培する農園へと姿を変えていきました。

たとえば南米では、熱帯林が切り開かれて大規模な牧草

地 や農園に変えられ、 東南アジアでは、 ゴム、油ヤ シ、
‘''LLつよう~ くもっ

ココアなどの輸出用作物を栽培する農園が急激に増えて

います。 また、 アフ リカなどの乾燥疎林や草原では、 た

くさんの家畜がくり近 L放牧ざれて草木の芽や根まで食

べつ くし、緑が失われて しまった土地も多くあります。

い どうこうさくあと ち

移動ラリテイ/「跡地の増加
熱帯の山間部では、森林 を伐採 し、 草木を焼 きはらっ

て耕作する焼 き畑農業が広 く行われています。焼 き畑は、

2~3 年耕作すると土壌の栄養分が少なくなり、作物が

育 ちに くくな‘Jます。 そのため、 この畑をすてて新 しい

森林に移動 し、 新 しい焼 き畑が作 られ ます。焼 き畑の

跡地には自然に木々が生えて きますが、 りっぱな森林に

なる前に、ふたたび焼 き畑に利用 され ます。 また、焼 き

畑や牧草地に火入れ をするときに、 まわ りの森林に燃 え

移って大規模な森林ソく災となることもあります。

しんたんざい

薪炭材利用の増加
熱帯地域とくにアフリカや中南米では、調理などの燃

料 として、おもに薪や炭が使われています。 家庭用エネ
も〈tつ

ルギーに占めるこうした木質燃料の比率はアフ リカでは

9 割 を超え、森林減少や劣化の大 きな原因になっていま
Lんた{ い

す。薪炭材 (薪や炭のための木材) の利用を大きく増カロ

させているのはもちろん人口の急増です。 その上、貧困

ゆえにエネルギー源を安い木材にたよらざるを得ないと

い う事情 もあります。 また、熱効率の悪い調理用カマ ド

が使われていることも木材の浪費につながっています。
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ばっさい 

商業伐採 

木材の需要は年々増加しています。そのため、利益を第ーとし 

た無計画な伐採が行なわれ、森林の減少と劣化を招いています。 

森林は、切ってもまた植えれば育つすばらしい資源です。 この資 

源を上手に使うには、計画的に、適切な範囲内で伐採することが 

重要なのです。 
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窒素の酸化物が含ま 

れて、、る。 これが大 

気中で硫酸や硝酸に 

なリ、雨に溶けて酸 

性の雨を降らせる．‘ 

これを齢産請といI 
い、土壌や水を酸 

性化させて、植 

物や魚介類を 

牲らせたり、 ‘ 

死滅させる。 
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★花若■i 
石炭、 石油、 天然 

ガスなと’のこと。過 

去の太陽のエネルギ 

ーが動植物に貯蔵さ 

れ、土中でその ‘ 

死骸が燃えやす 

い物質に変わ ‘ 

ったもの。 ， 

l . , . . lll . li . 

三五 せい*霧禁ci)うわ 
生態学的調和 

森林生態系で、環境 

や他の生物などいろ 

いろな要因の働きに 

よって、生息する生 

物の種類と数や量 ‘ 

が安定的に保た 

れている状態‘ 

のこと。 
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エ場や鉱山、 自動車の排気ガスなどによって引き起こされる 

大気汚染は、煙害や酸性雨を招き、森林を弱らせます。 これまで 

エ業国の各地でこうした被害が見られましたが、法律による排気 

ガスの規制などにより、最近はエ業国での深刻な森林被害は少な 

くなりました。今後、途上国で同じような問題が起きる可能性が 

あります。また、地方の都市化が進むにしたがって、森林生物の 

被害が増えています。森林の生態学的調和をこわすような無計画 

な開発は、森林の衰えをもたらします。 
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酸性雨の研究のため林のなかで雨を集める（インドネシア） 
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森林は、切ってもまた植えれば育つすばらしい資源です。 この資

源 を上手に使 うには、計画的に、適切な範囲内で伐採することが

重要なのです。
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れ、 土 中で その
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第4章 地球環境を守る森林 

4 . 地球環境を守る森林 

た し ゅ た よ う せ‘、ぷつたよ うせ‘、 

地球上には多種多様な生物が生きています。 これを生物多様性とよんでいます。 この 
せ‘、I,，つL‘, 

生物種の豊かさは、何億年にもわたる進化の結果です。 これら多様な生物たちによって今の 

地球環境がつ〈られ、その環境のもとで人類の生存と発展が可能になったといえるでしょう。 

土が肥え、酸素が生み出され、温和な気候が形成され、食料が生産されるということは、す 

べて地球生態系の調和が保たれ 

てきたからなのです。 

しかし近年、森林の減少なと‘ 

によって、年に何百種もの生物 

種が絶滅しているといわれてい 

ます。それは生態系の調和を乱 

し、地球環境に悪影響をもたら 

すおそれがあります。 また、種 

の絶滅は、 その生物の遺伝子、 

つまり地球の財産である貴重な 

遺伝資源が永久に失われること 

なのです。 

●森林と人間環境の物質循環 
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第4章 地球環境を守る森林

圏 地球環境を守る森林

地球上には 多種 多様 な生物が生 きてい ます。 これ を 11~′リニト′r とよんでい ます。 この

生物種の豊かさは、何億年にもわたる進化の結果です。 これ ら多様 な生物たちによって今の

地球環境がつ くられ、 その環境のもとで人類の生存と発展が可能になったといえるで しょう。

土が肥 え、酸素が生み出さ;れ、温和な気候が形成 ざれ、 食料が生産 されるとい うことば、す

べて地球生態系の調ネロが保たれ

て きたからなのです。

しかし近年、森林の減少など

に よって、年に何百種 もの生物
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つまり地球の財産である貴重な

遺伝資源が永久に失われること

なの です。 森林は、貴重な遺伝資源の宝庫

駅森林と人間環境の物質循環
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森林が失われることによる地球環境へのもうひとつの大きな影響は、大気中のニ酸化炭素 

(C02）濃度の増大です。ニ酸化炭素濃度の増大は、地球温暖化を引き起こす大きな原因です。 

■世界のエネルギー消費量の年変化 

プ 、 
★地球と大気の炭素循環 

大気中のニ酸化炭素と 

陸地および海洋の炭素 

化合物の間には、植物 

の光合成、生物の呼吸、 

火山の噴火、海洋への 

溶解、サンゴによる吸 

着などをとおして、炭 

素が相互に循環してい 

る。現在の推定では、 

大気と陸地の間では年 

間約600億トンの炭素 

の出入りがあり、大気 

と海洋の間では年間約 

900億トンの出入りが 

あると考えられている。 

このうち自然生態系 

は、大気から約 30億 

トンの炭素を陸地およ 

び海洋に吸収してい 

る。ー方、人間が使用 

する化石燃料やセメン 

ト製造で大気中に排出 

する炭素は、 年間約 

65 億トンに達してい 

る。 したがって、大気 

中には年々約 35億ト 

ンずつの炭素が増加し 

ている計算になる。 

（第2次大戦後、急増している世界のエネルギー消費量） 
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■二酸化炭素濃度の年変化 
（化石エネルギーの使用が増えた1900年以後、急増している大気中の二酸化炭素） 
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生物多様性 

地球上の生物種は1,000万種～5,000万種と推定されています。 

このうち、森林生態系を構成する種はもっとも多くの数を占めてし、 

ます。 とくに熱帯多雨林には、地球上のすべての生物種数の40 ~ 

90窃が存在すると推定されています。ただ、昆虫や微生物にはま 

だ存在さえ知られていない未知の種も数多くいると考えられ、正確 

な数はわかっていません。 
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第4章 地球環境を守る森林 

受 
クイスだよ 

答は最終 

ページ 

樹木が光合成 

で取りこんだ 

炭素は、木材の中に 

長年たくわえられま 

す。しかし、木材も 
くさ 

いつかは腐って、ふ 

たたび二酸化炭素と 

水にもどります。で 

は、1000年以上も炭 

素を閉じこめておく 

方法はあるでしよう 

か？ 

ニ酸化炭素濃度の増大の原因 大気中のニ酸化炭素濃度増大の最 

大の原因は、人類が消費するエネルギー、 とくに石油、天然ガス 

などの化石燃料の使用が急速に増大してきたことにあリます。火 

力発電や自動車などに大量の化石燃料が燃焼され、ニ酸化炭素の 

排出量を増大させています。 このほか、森林消失も原因のひとつ 

です。 
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森林が消え、砂漠化した土地（ケニヤ） 

森林は、光合成作用により、ニ酸化炭素を吸収して炭素を木材 

など有機物として固定し、酸素を生み出すという働きがあリます。 

つまリ、大気のニ酸化炭素濃度を調節するすぐれた役割をもって 

います。ところが近年、熱帯林を中心とした森林の急激な減少と 

劣化によって、森林に吸収されるニ酸化炭素の量が減少してきま 

した。さらに、焼き畑や森林火災などで多〈の樹木が焼失し、そ 

の中にたくわえられていた炭素がふたたびニ酸化炭素となって、 

大量に大気に放出されるようになったのです。 
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地球温暖化 
は困る！ M

鴎
 

早 

地球温暖化 

大気中のニ酸化炭素、メタン、窒素化合物などの気体は、地表から放出される熱のー部を吸収し、地 

球を暖める働きがあリます。 このような気体を、温室効果ガス、あるいは地球温暖化ガスとよんでいま 

す。その働きで、地球全体の平均気温は摂氏15度（℃）程度に保たれてきました。 しかし、人間活動 

の拡大にともなって温室効果ガスが大量に大気に放出されるようになり、地球の気温が上昇してきてい 

ます。これが地球温暖化という現象です。現在の速度で大気中の温室効果ガスが増加し続けると、次の 

100年間には平均気温が1.4t- 5.8℃上昇すると予測されています。 

地球の気温が上昇すると、北極や南極の氷が融けて海面の水位が上昇し、小さな島々が水没するおそ 

れがあります。また、気候が暖かい方に変わってしまうので、動植物がそれまで生活していたところで 

生きていけな〈なリます。砂漠など乾燥した地域が拡大し、亜寒帯林は衰えてしまいます。このような 

多くの深刻な現象が起こり、将来の人類生存が危うくなると心配されています。 
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二酸化炭素濃度の増大の原因 大気中のニ酸化炭索濃度増大の最

大の原因は、人類が消費するエネルギー、 とくに石油、天然ガス

などの化石燃料の使用が急速に増大 してきたことにあります。 火

力発電や自動車などに大量の化石燃料が燃焼ざれ、ニ酸化炭素の

排出量 を増大させています。 このほか、森林消失も原因のひとつ

です。

~
プ

ー

は

一

　
　
　

　
　

,
お
ら

:
　

　
　

　 　　

「ケイスたり

答は最終
ページ

樹木が光合成
で取 りこんだ

炭素は、木材の中に
長年たくわえられま ー. - ー .ー i　　　　　　　　　　　　　　　　

ヒー*墨終キ ー,.二半 キミニ・1
1.-, . . ′ -. ・ i

　　　 　

盤 お きごま さ ま ル ー≦ -}き ,,キ ーふ っ .-
- -

-二‐
二-
′』

森林が消え、砂漠化 した土地 (ケニヤ)

森林は、光合成作用により、ニ酸化炭素を吸収して炭素を木材

など有機物 として固定 し、酸素を生み出すという働 きがあります。

つまり、大気のニ酸化炭索濃度を調節するすぐれた役割をもって

います。 ところが近年、熱帯林を中心 とした森林の急激な減少と

劣 化 に よ っ て 、 ,」“,‘ - “′ ・ , ,/争 議〆 ,の 量 が 減 少 して き ま

した。 さらに、焼 き畑や森林火災などで多くの樹木が焼失 し、そ

の 中 に ノ 十 ;『 r,t ず 1,ソ 戸,:二 が ふ た た び ニ 酸 化 炭 索 と な っ て 、

大量に大気に放出 れるようになったのです。

す。 しかし、木材 も

いつかは腐って、ふ

たたび二酸化炭素と

水にもどります。で
は、1000年以上も炭

素を閉じこめておく
方法はあるでしょう
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気候調節の働き 森林は、気候をやわらげる働きがあります。 

森林の気候と、砂漠や草原の気候とを比較してみると、森林で 

は最高気温が低く、最低気温が高く、湿度が高いという特徴があ 

ります。これは、森林からの水分の蒸散にたくさんの太陽熱ェネ 

ルギーが使われるため、昼間の気温の上昇がおさえられるからで 

す。逆に夜には、 しげった葉が布団の役割をして、大地からの熱 

が大気中に逃げるのを防ぎます。大森林地帯では、蒸散作用でた 

〈さんの水分が大気中に放出されるため、より雨の多い気候とな 

ります。 

■森林と降雨の関係 

／一へ、 

、ー、ーノー 

★蒸散作用 

植物は根から水分を吸 

収し、葉の気孔から大 

気中に放出している。 

これを蒸散作用とい 

し、、その水分の量を蒸 

散量という。 

プ 、 
★森林の社会的機能 

森林は木材生産や国土 

保全など幅広し、機能を 

もっているが、そのう 

ち経済的な効用を除し、 

た社会の福祉に貢献す 

る諸機能をいう。たと 

えば、地球環境保全の 

ほか、治山治水なと’国 

土保全、水源かん養、 

保健休養、文化教育な 

どがある。それらを目 

的とした森林は保安林 

として指定され、伐採 

や開発が制限されてt、 

ぐ場合が多い。 ノ 

舞 ノノU 

裸地：森のない大陸の奥地には雨が降らない 
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森林：水の蒸発と降雨がさかんに起こる 

りb与誠三り‘訟多 
ちょぞう 

森林の炭素吸収量と貯蔵量 

現在、世界の森林が木材などの形でたくわえている炭素総量は約2,200億トン、 1 ヘクタールあた 

リ平均65トンと推定されています。世界の森林が光合成によって1年間に吸収するニ酸化炭素の量 

は7.4億トンです。ー方、森林の減少と劣化によって放出されるニ酸化炭素量は、年に約16.6億トン 

と推定されています。 したがって現在は、森林はニ酸化炭素を放出する地帯になっています。森林か 

らのニ酸化炭素放出の増大は、熱帯林面積の減少がー番の要因です。森林面積のこれ以上の減少をく 

いとめ、森林にたくわえられる炭素量を増やすことが重要です。 
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;ミロ船調節(ノ)働き 森林は、気候をやわらげる働きがあります。

森林の気候 と、 砂漠や草原の気候 とを比較 してみると、森林で

は最高気温が低く、最低気温が高く、湿度が高いという特徴があ
　　　　　　

ります。 これは、森林からの水分の蒸散にた くさんの太陽熱エネ

ルギーが使われるため、 昼間の気温の上昇がおさえられるからで

す。逆に夜には、 しげった葉が布団の役割をして、大地からの熱

が大気中に逃げるのを防ぎます。大森林地帯では、蒸散作用でた

くさんの水分が大気中に放出されるため、 より雨の多い気候 とな

ります。
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どがある。 それらを目

的とした森林は保安林
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裸地 :森のない大陸の奥地には雨が降らない

00 ヘ ヘ ^^ )」}

　 　 　　　　　　　　　　　、 蒸発

森林 :水の蒸発と降雨がさかんに起こる

ちよぞう

現在、世界の森林が木材などの形でたくわえている炭索総量は約 2,200 億 トン、 1ヘクタールあた

り平均 65 トンと推定されています。世界の森林が光合成によって 1年間に吸収するニ酸化炭素の量

は 7.4 憶、トンです。 一 方、 森林 の減 少 と劣化に よって放 出 され る二酸 化炭素量 は、 年 に約 16.6 億 トン

と推定されています。 したがって現在は、森林はニ酸化炭素を放出する地帯になっています。森林か

らのニ酸化炭索放出の増大は、熱帯林面積の減少が一番の要因です。森林面積のこれ以上の減少をく

いとめ、森林にたくわえられる炭素量を増やすことが重要です。
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第5章 地域の生活環境を守る森林 

5 . 地域の生活環境を守る森林 

森林は、私たちの生活環境をいろいろな災害から守って〈れ 

ます。環境を守る森林の働きには次のようなものがあります。 

土砂流出の防止 森林に降る雨は、いったん枝や葉に受け止め 

られたあと、 しずくとなって地面に落ちたlj、木の幹を流れ落 

ちます。少しずつゆっくりと雨水が地面に達するので、 多くの 

水が地中に浸透します。 ところが、森林の木々が切られてしま 

ったあとの土地や、草など植物があまり生えていない土地では、 

雨は直接、地面に落ちます。一度にたくさんの雨水が地面に達 

するので、水は地中に浸透しきれず、地面を流れます。 このと 

き、雨つぶで掘られた地面から、土砂もいっしよに流されます。 

このように、森林には土砂流出を防ぐ働きがあり 

ます。木々の間に草や落ち葉が多いほど、その効果 

は大き〈なります。ー番肥えた地面近くの土が流れ 

出てしまうと、土地がやせて植物が満足に育たな〈 

なリます。 

●森林と大気の水循環 

森林地帯と裸地では、大気との水循環に大きな違いがあります。 

, 

I 
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土砂流出を防ぐ森林（左右）とそれ 

を助ける工作物（中央）（日本） 
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日 地域の生活環境を守る森林
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出て しまうと、 土地がやせて植物が満足に育たな く
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見渡す限り浸食された土地 (ボリビア)

圏森林と大気の水循環
森林地帯と裸地では、大気との水循環に大きな違いがあります。
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がんばん 

洪水防止 土壌に吸いこまれた水は、下へ下へと浸透し、ついには地下の岩盤の上を地下水 

となって流れ、谷川にわき出します。 このひとつづきの時間的流れは非常にゆっくりしてい 

ます。森林に降った雨は、農地や草地、市街地に降った雨よリも、ずっと長い時間をかけて 
かせA' 

河川に流れ出てきます。森林はこのようにして、大雨のときの洪水を防ぐ働きをします。 ま 

■雨水の流出モデル 

命IJm／時間） 
6 

5 

た、過去に森林に降った雨が少しずつわき出 
カ・ 

て〈るので、 日照りのときにも水が枯れる心 

配が少ないのです。 

このように、水をたくわえて洪水を防止し、 

河川の水量を安定させる働きがある森林は、 

“緑のダム’’とよばれています。 

也 

ノノノノノノ方 

自然災害と政策 

タイの中南部は、1988年に記録的な大水害 

に見舞われました。これは、1950年代には国 

土の60窃を超えていた森林面積が、1980年 

代には約30窃にまで減ったせいだといわれて 

います。 タイ国政府はそこで、天然林の伐採 

の禁止と植林の推進によって、40敏まで回復 

する目標を立てました。中国でも1998年の 

揚子江の大氾濫のあと、同じように大規模な 

植林政策を開始しています。 

A 市 街 

八 荒廃山地 
目 ―森林地 

傾
 

鋤
 

甥
 A

 ノノへ 
乙二二でシ玉、 l I 、 

4
 

《j 

『‘ 

流
出
量
 

0 
0 10 

24時間 

20 30 40 50 

時 間 

ミ 
’実験的な降雨量 

\ \ （降り始めより24時間） 

(0101l時間） 
ユo 

2o 

降is 

雨 

量10 

5 

0 
0 

60 

川川～川 
~聞聞~~ 

10 IS 
時 間 

20 2s 

轟 もっと知ろう 

どじょうしんとうすい 

.－一」一Jーかく,:J .月てと／jL 

森林の土壌は、微生物によって落葉などが分 

解されてできた有機物を多く含むA層を最上段 

に、それがやや少ないB層、岩が風化してできた 

土壌がおもなC層とに分けられます。A層は、根 

やミミズなど土壌動物の働きで、空気や水が通り 

やすい粗い土壌になっています。よい森林ほどA 

層が深く、少しの雨では雨水が地面を流れること 

はあリません。 

土はどうしてできるか 

岩石は風化して細か〈なリ ます。 これを 

土壌鉱物といいます。 この土壌鉱物に、 ミミズな 

ど土中に住む動物の排出物や植物・動物の死骸が 

微生物によって分解されたものが加わって、植物 

の成長に役立つ土になリます。たくさんの動物・ 

植物・微生物が生活する森林は、 このような肥え 

た土をつ〈るのに最適です。岩石から始まって深 

さ1ジ散の肥えた土ができるまで、数百年が必要 

といわれています。ですから、土壌流出を防ぐこ 

とはとても大切なのです。 
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森林の土壌は、微生物によって落葉などが分

解されてできた有機物を多く含むA 層を最上段
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やすい粗い土壌になっています。よい森林ほどA

層が深 く、少 しの雨では雨水が地面を流れること

ば あ りません。
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([~さり始めふり24日~ほめ

た、過去に森林に降った雨が少 L ずつわ き出

て くるので、 日照 りの ときにも水が枯れる」こ

配が少ないのです。

このように、水をた くわえて洪フiくを防止 し、

河川の水量を安定ざせる働きがある森林は、

"緑 の ダム" とよばれ てい ます。
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タイの中南部は、 1988 年に記録的な大水害

に見舞われました。 これは、 1950 年代には国

土の 60 も を超えていた森林面積が、 1980 年

代には約 30を にまで減ったせいだといわれて

います。 タイ国政府はそこで、天然林の伐採

の禁止と植林の推進によって、40 街 まで回復

する目標を立てました。中国でも 1998 年の

揚子江の大氾濫のあと、 同じように大規模な

植林政策を開始 しています。

岩石 は風 化 して細 か くな ります。 これ を

土壌 鉱物 といい ます。 この土壌 鉱物に、 ミミズな

ど土中に住む動物の排出物や植物 ・動物の死骸が

微生物によって分解 れたものが加わって、植物

の成長に役立つ土になります。たくさんの動物 ・

植物 ・微生物が生活する森林は、 このような肥え

た土をつ くるのに最適です。岩石から始まって深

さ IP 傷の肥えた土ができるまで、数百年が」必要

といわれています。ですから、土壌流出を防 ぐこ

とばとても大切なのです。

.
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第5章 地域の生活環境を守る森林 

クイスだよ 

答は最終 

ノ又ージ 

日森林の社会的 

ー機能をのべた 

ものです。あてはま 

らないのはどれでし 

ょうか？ 

a，森林は風を弱める 

働きがある。 

b，森林は土砂流出を 

防ぐ働きがある。 

C．森林は気分をさわ 

やかにする物質を出 

している。 

d．森林は酸素を吸収 

して空気をきれいに 

する。 

e，森林は洪水を防ぐ 

働きがある。 

・ ‘ ・ I I・ ~ I' ~ 
. , ' , ''','' I 

★フィトン 

チッドとは 

植物が放出す る 

揮発性成分のうち、 

気分がさわやかにな 

るなど人体によt、影 

響をもたらす化合 

物。広い意味では‘ 
ニう，ス ,っきz 

抗菌、殺菌などの 

作用をもつ化合‘ 

物もふ〈む。 “ 

風の害の防止 ー定の高 

さと枝葉の広がりをもつ 

森林は、強風をやわらげ、 

風に運ばれる砂や海水、 

雪などの量を軽減させて、 

風下の地域を守る働きが 

あリます。 これらの働き 
Iまう ；．うリん ぼう 

をする林を、防風林、防 
さ リん Ilうちょうリん はうせつlI ん 

砂林、防潮林、防雪林と 

よびます。海岸にある松林は、防風、防砂、防潮の役割を果たし、 

畑や住宅を守っています。 

、 」 

~’一 

警
 

」
二
、
・
 

直射日光の遮断 森林は、直射日光をさえぎります。 日本には例 

がみられませんが、世界には日光が土壌に直射することで起きる 

被害があります。たとえば、半乾燥地域では森林が伐採されたあ 

との土地などで、強い日射しによって地面からの水分蒸発が進み、 

地面に塩分がたまる現象が起きています。 このような土地では自 

然には植物は育たなくなリ、農業はもちろん、木を植えて森林を 

育てることもとても難し〈なリます。シベリアでは、森林伐採後 

に直射日光のせいで地温が上がリ、地下の凍った土（永久凍土） 

が融けるという現象が起きています。 これは地盤沈下を引き起こ 
L 」う 

し、 あちこちに湿地や池を生じさせて問題になっています。 

都市防災と快適性の提供 都市やその近郊の森林は、町の環境に 

必要ないろいろな役割をもっています。気候をやわらげたり、防 
ひなん 

火、防音、避難場所や快適性の提供などです。都市で生活する人 

たちに自然とのふれあいの場を与えるという精神的な効果は、都 

市近郊林のもっとも大切な役割のひとつです。 

騒I 士る誠月！」、訟斗 都市近郊林の役割 

近年、世界中の都市で高温・乾燥化が進んでいます。樹木の数がある 

程度まとまった林は、蒸散作用によって太陽熱を下げ、気候をやわらげ 

ます。また、都会の汚れた空気を枝や葉に付着して、空気をきれいにす 

るフィルターの役割も果たします。樹木から発散するフィ トンチッ ドと 

いう成分が、人の心と体をリラックスさせる森林浴効果もあU ます。 ま 

た、鳥など野生動物に生活の場所を提供し、人々の生活にゆとりやうる 

おいを与えます。都市近郊林は‘‘都市のオアシス”とよばれています。 
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との土地などで、強い日射 しによって地面からの水分蒸発が進み、

地面に塩分がたまる現象が起 きています。 このような土地では自

然には植物は育たなくなり、農業はもちろん、木を植えて森林を

育てることもとても難 しくなります。 シベ リアでは、森林伐採後
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し、 あちこちに湿地や池を生 じざせて問題になっています。

都市防災と快適性の提供 都市やその近郊の森林は、町の環境に

′ぬ要ないろいろな役割をもっています。気候をやわ らげた り、防

ソく、防音、避難場所や快適性の提供などです。都市で生活する人

たちに自然 とのふれあいの場を与えるとい う精神的な効果は、都

市近郊林のもっとも大切な役割のひとつです。
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近年、世界中の都市で高温 ・乾燥化が進んでいます。樹木の数がある

程度まとまった林は、蒸散作用によって太陽熱を下げ、気候をやわらげ

ます。 また、部会の汚れた空気を枝や葉に付着 L て、空気をきれいにす

るフ ィル ター の役割 も果た します。 樹木か ら発散 す る ＼ ,・と

いう成分が、人の′こと体をリラックスざせる森林浴効果もあります。 ま

た、鳥など野生動物に生活の場所を提供し、人々の生活にゆとりやうる
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6. 生活必需品を提供する森林 

昔の人は、 自然からの恵みなしには生活できませんでした。現在でも、人は生活に必要な 

さまざまなものを森林から得ています。森からの産物（森林資源）は大きく分けて、木材と、 
りんさん．,．つ 

木材以外の林産物とに分けられます。 

木材資源 私たちの生活を見わたすと、家などの建築物、家具や 

道具、紙など、木材を原料としたものがたくさん使われています。 

木材はいろいろに加エされますが、森林からまず最初に切リ出さ 

れた状態の木材を、 丸太とよびます。世界の丸太生産量は、 

2000年には約32億立方航に達しています。丸太は用途によって、 

薪炭用（燃料用）と産業用（建築物、 

■世界の丸太生産量 

全生産量 32.3億立方メートル 

『汁誠廿『汁『1 
★森林資源 

森林にある 自然物 

で、産業用の原材料 

になるもの。おもに 

木材およびそれ以外 

の植物、動物、微生 

物の産物を指す。最 

近では、水資源や森 

林に生息する生物の 

遺伝子資源、 レク 」 

レーションや景市 

などの観光資源 

を加えること 

もある。 ‘ 

合板、製紙用など）に分類 

されます。途上国では 

丸太の約80森が薪炭用 

として利用されていま 

すが、エ業国では産業 

用が約88森を占めてい 

ます。世界の木材消費 

量は、1990年頃までは 

いちじるしく増加し続 

けましたが、最近10年 

ほどでは増加がゆるや 

かになっています。 
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途上国では調理や暖房用の燃料として薪炭 

が主要なエネルギー源になっています。その 

ために、人口増加がいちじるしいこの地域で 

は、今も薪炭用材の消費が増えています。エ 

業国ではエネルギー源をおもに石油や電気に 

依存しています。その上、木材の代わりの材 

料としてセメント、鉄鋼、プラスチックなと’ 

の利用が増えたため、木材の消費量が減少傾 

向にあります。エ業国と途上国の生活レペル 

や生活様式の違いが、それぞれの木材用途に 

大きな違いをもたらしています。 
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第6章 生活必需品を提供する森林 

木材の輸出が多い国は、森林が多い北方地域（カナダ、ロシア、スカンジナビア半島など） 

と熱帯地域です。 しかし熱帯地域でも、木材資源が減少して天然林の伐採を禁止したり、丸 

太の輸出を禁止している国もあります。木材輸入が多い国は、アメリカ合衆国、 ョーロッパ 

連合（EU)、 日本、中国などです。 

A クイスだよ 

答は最終 

ページ 

木材利用のため 

に、世界中で1 

年問に何本ぐらいの 

木が切られているで 

しょうか？ 
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われます。農家にとっては貴重な生活必需 

品であるとともに、収入源にもなっていま 

す。なお、商業目的で大規模に栽培・生産 

されるもの、たとえばヤシ油、 ココア、 コ 

ーヒー、お茶、 ゴムなどは、樹木からの産 

物でもふつう林産物にはふ〈めません。 
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生活必需品を提供する森林

木材の輸出が多い国は、森林が多い北方地域 (カナダ、 ロシア、 スカンジナビア半島など)

と熱帯地域です。 しかし熱帯地域でも、木材資源が減少して天然林の伐採を禁止したり、丸
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合 (EU) 、 日本、中国などです。
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昔からのカマ ド

タトの動植物、微生物資源の ことです。食

や飼料、医薬品や化粧品などの原料に使

れ ます。農家に とっては貴重な生活必需
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勿でもふつ う林産物にはふ くめません。
松ヤニの採取 熱帯の果実のひとつ、ジャック
(インドネシア) フルーツ



林産物の貿易 おもな林産物の貿易額は、世界で1年間に約111億ドルと推定されています。 

多くが途上国から先進国へ輸出されています。おもな輸出国は、中国、インドネシア、マレー 

シア、 タイなどです。輸入国は、ョーロッバ連合（EU)、 アメリカ合衆国、 日本で全体の約 

60森を占めています。 

■林産物から作られる食品や製品 

木の実、果物、キノコ、 

暑牟科、はちみっなど 

一→ 食料ゃ家畜の飼料 

草木の繊維や動物の毛皮 → 衣 料 

竹や籐、コルクなど → 家具や器具の材料 

松ャ二ゃアラビアゴム 
など分泌成分 

→ 化学製品の原料 

I■慧t c7) 
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→覇隣麓品料 
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大切な資源 森からの産物は、現代人の生活はもちろん、将来の 

人々にとっても欠かせない大切な資源です。森林がすこやかであ 

れば、そこに生息する動植物も豊かさを保ち、わたしたちに恵み 

を与え続けて〈れます。樹木は本来、切ってもそのあとに次の世 

代の幼木が自然に育ってきます。 また、切ったあとに苗を植えて 

ふたたび育てることもできます。 このように、森林は何度も〈リ 

返し利用することのできる再生可能な資源です。森林を上手に 

永続的に利用するやり方を、持続可能な森林経営とよびます。 

また、木材は、ある目的で使ったあとでも、形を変えて別の用 

途に再利用することができます。木材加工のときに出る廃材（切 

れはしやオガクズ）や建築解体材は、紙などの原料として利用で 

きます。古紙や牛乳パックをリサイクルしてトイレットペーパー 

や新聞紙にするなどは、よ〈知られた例です。 

木の葉は家畜のえさとなる 

‘●． 

、l町 

クイスだよ 

答は最終 

ノ叉ージ 

”世界で一番多く 

－木材を使ってい 

る国はどこでしょう 

カ、？ 

画 
鯉丑準 

‘、 

森の生活 つ
 

・？り と知ろう 

現在も農耕文明以前と同じように、森林で生活し、衣食住のすぺてを森林から得ている “森の人” が、 

プラジルのアマゾン川流域や、ニューギニア島、ポルネオ島の奥地で生活しています。 日本でも、“ま 

たぎ’’とよばれる狩猟をおもにする人たちが、100年ほど前まではふつうにみられました。これらの人 
おモ うやま 

たちにとって、森林は恵みの場所であると同時に畏れ敬う対象であリ、森林をむやみに破壊することな 

く、神の許しを得て生活に必要な分だけを採取してきました。つまリ、森林生態系の調和を乱さない範 

囲で林産物資源を利用してきました。今、わたしたちは、 この “森の人” に学び、その考え方の原則に 

立ちかえらなければなりません。 I 
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第7章 熱帯林再生に向けた活動 

7 % 熱帯林再生に向けた活動 

地球上からどんどん姿を消していく熱帯林一この熱帯林をふたたびよみがえらせようと、 

さまざまな努力が行なわれています。エ業国の政府開発援助（ODA）や市民組織などの協 
さ‘、せ‘、 

力活動が、途上国自身の努力を支えています。森林の再生の方法には、 自然の回復力を利用 
てんねん二うしん ぞうせい 

する天然更新と、人間の手による植林（人工林の造成）があリます。 

言1Hb .11lT『誠 
三 てんねんこうしん 

★天然更新 

天然の力によって、 

次の世代の樹木を発 

生させること。種子 

が自然に落下、発芽 

して成長する場合 
ねh i' 

と、木の根株から 

芽が出て成長す 

る場合などが ‘ 

ある。 」 

P 
7 - - A 
★商業的伐採方法 

森林から木材を収穫す 

るときに、安上がりに 

して短期的な利益を重 

視するような木材伐 

採・運搬の方法のこ 

とQ この方法では伐採 

後の森林がいちじるし 

く傷むため、森林の再 

生が困難か非常に遅れ 

る。伐採後の森林の再 

生に配慮した伐採方法 

を、低インパクト伐採、 

環境にやさしい伐採な 

どとよぶ。 

×  ノ 

天然更新による再生とその補助作業 熱帯天然林での木材の収穫 

は、必要な木だけを抜き切リする方式（択伐）がほとんどです。 

そのとき、経済的効率だけを重視した商業的伐採方法では、収穫 

したあとの森林はいちじるしく劣化してしまいます。そこで、伐 

採後に自然の力で森林がふたたび速やかに生まれるのを助けるた 

めに、①伐採のときにまわりの立木をなるべ〈傷つけないように 

する、②ブルドーザーなど大 
り ん ち 

型機械が林地を荒らすのを防 
うえばんろ 

ぐ、③木材運搬路を切り開く 
そ二 

ときに森林が損なわれるのを 

最少限にするようエ夫するな 

ど、 より森林にやさしい木材 

収穫方法がめざされてし、ま 

す。 また、 自然に生えた幼木 

があまリ見られないところに 

は苗木を植えたり、木々の成 

長をじゃまする草木を刈リと 

ったりして、森林の成長を助 

ける手助けが行なわれます。 
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森林を荒らさないケーブル集材（日本） 

人工林の造成 人の手で苗木を植えたリ、種をまいてつくる人工 

林は、世界の各地でつくられています。森林をつくる場所は、か 
あ と ち 

っての天然林や人工林から木材を収穫した跡地、使われな〈なっ 

た焼き畑や牧草地、あるいは荒れ地や急な山地などです。 

人工林の面積 人工林は、2000年時点で、世界におよそ1億 

8,700万ヘクタールあると推定されています。このうち、 アジア 

地域がもっとも多く、世界の総人工林面積の62窃を占め、第2 位 

のョーロッパ地域の17窃を大きく上回っています。熱帯途上国の 

総人工林面積は約4,000万ヘクタールですが、 この広さに相当す 
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圃熱謎麹再生に向けた活動

地球上からどん どん姿を消 してい く熱帯林-- この熱帯林 をふたたびよみがえらせ ようと、

さまざまな努力が行なわれています。工業国の政府開発援助 (ODA) や市民組織などの協
~いせい

力活動が、途上国自身の努力を支えています。森林の再生の方法には、自然の回復力を利用
てAね{ こうLん そうせい

す るたで次 子 と、人間の手による植林 (ヘニイーハミド ) があります。
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天 然 の 力 に よ っ て、

次の世代の樹木を発

生させること。種子

が自然に落下、発芽

して成長する場合

と、木の根株から

芽が出て成長す

る場合などが

あ る。

-き★商業的伐採方法

　　　　　　　　
1由宇三¥覆り華麗
株 ・運搬 の方法の こ 1

1と。 この方法では伐採 1

言及の森林がいちじるし 1-

1く傷むため、森林の再 11

1生が困難か非常に遅れ 1

1る。伐採後の森林の再

生に配慮 した伐採方法 ,
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天然更新による再生とその補助作業 熱帯天然林での木材の収穫
′二〈十1つ

は、必要な木だけを抜き切りする方式 (択伐) がほとんどです。

そのとき、経済的効率だけを重視した商業的伐採方法では、 11時隻

したあとの森林はいちじるしく劣化 して しまいます。 そ こで、 伐

採後に自然の力で森林がふたたび速やかに生まれるのを助けるた

めに、① 伐採の ときに まわ りの立木をなるべ く傷つけないように

す る、② ブル ドー ザ ー な ど六 .
二 !

型機械が林地を荒らすのを防
うA は{ る - -

ぐ、③木材運搬路 を切 り開 く 1 .. ..

ときに森林が損なわれ るのを 1 1 ‐

最少眼にするよう工夫するな .‐ きr1= 、

　　　　　　　　　　　　　　　 　 　

　　　　　　　　　
ー■ -1 1 - ー
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森林を荒らさないケーブル集材 (日本)

人工林の造成 人の手で苗木を植えたり、種をまいてつ くる人工

林 は、世界の各地でつ くられています。森林をつ くる場所は、か

っての天然林や人工林から木材 を収穫 した跡地、 使われな くなっ

た焼 き畑や牧草地、 あるいは荒れ地や急な山地などです。

人工・林の面積 人エ林 は、 2000 年時点で、世 界におよそ 1億

8,700 万 ヘ クター ル ある と推 定 され て い ます。 この うち、 ア ジア

地域がもっとも多く、世界の総人工林面積の 62 街 を占め、 第 2位

のヨーロッパ地域の 17を を大 きく上回っています。熱帯途上国の

総人工林面積は約 4,000 万ヘ クタールですが、 この広 さに相当す
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る熱帯林はわずか3年余りで失われています（年間熱帯林減少面 

積 1,200万ヘクタール）。また、世界の人工林の約3分の2 は生 

育20年以下の若い林で、40年以上の林は数窃しかありません。 

人工林面積の大きい国々 人工林が 1,000万ヘクタール以上ある 

国は、 中国、 ロシア、 インド、 アメリカです。 日本はちょうど 

1 ,000万ヘクタールぐら 

いです。 国土がせまし、割 

には日本の人工林面積は 

多いといえます。各国の 

森林面積における人工林 

面積の割合では、 日本が 

約40窃とー番高く、 2 位 

以下のニュージランドや 

インドの倍近い比率にな 

日本はが 

んばって 

るワン！ 

I . 

~ 

植林率世界― 

叫 ． . . ' i'. ll ' 

－ せん いばん 

★繊維板 

木材を砕いて木の織 

維をバラパラにして 

から、接着剤を加え、 

圧縮して板にした製 

品。小さい木から ‘ 

でも広し、板がで 

きる。 j 

答は最終 

ページ 

”人工林をつくる 

―方法は、苗木を 

植えることだけでしょ 
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人工林の造成 （パプア・ニューギニア） 

っています。 これは、 日本が第ニ次世界大戦後、高度成長にとも 

なう社会の木材需要の増加から、生産性の高い森林をつくるため 

に積極的に植林に取リ組んだ結果です。 

植林の目的：植林によって森林をつくるときの目的は、大き〈ニ 

つに分けられます。ひとつは、住宅や家具などに必要な板や角材 

の生産、およびパルプや繊維板などの原料となる木材の生産を目 

的とした産業植林です。もうひとつは、土砂流出防止、防風林、 

水源林など地域の生活や環境を守ることを目的とした環境植林で 

す。ひとつの森林が、産業植林と環境植林の両方の目的でつくら 

れることもよくあリます。 とくに、農民が行なう小規模な植林は、 

多くの場合この両方を目的としたものです。 

熱帯地域の主な植林樹種  》 ( ）内は熱帯地域での植林面積の比率 

針葉樹 用材樹種 マッ類（11%) 、ナンョウスギ類、イトスギ類 

広葉樹 用材樹種 チーク（5%) 、マホガニー類、インドセンダン、 

シタン、アフリカマホガニー類、タガャサン類、 

モクマオー類 

産業用早生樹 ューカ)類（23%) 、アカシア類（8%) 

多目的樹種 ギンネム類、アルピジア類、モモタマナ類、 

ワタノキ類、プロソピス類、アカシア類 

日本の主な植林樹種 

針葉樹 

広葉樹 

( ）内は国内植林比率 

スギ類（44%) 、 ヒノキ（24%) 、カラマツ、 
マツ類、 トドマツ 

ナラ（クヌギ・コナラ） 

※温帯地域では、マツ類、カラマツ、ポプラ類などが多く植えられている， 
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る熱帯林はわずか 3年余りで失われています (年間熱帯林減少面

積 1,200 万ヘ クター ル )。 また、 世 界 の入工林 の約 3 分 の 2 は生

育 20 年以下の若い林で、 40 年以上の林は数を しかありません。
日本はが
んばつて
るワン !人工林面積の大きい国々 人工林が 1,000 万ヘ クタール以上ある

国 は、 中 国、 ロ シ ア、 イ ン ド、 ア メ リカで す。 日本 は ち ょ う ど

1,ooo 万 ヘ ク タ ー ル ぐ ら
r
ご
キ

ー
ーー r"「

た 讃
′ uJ‐う

いです。 国土がせ まい割 r ゞ…二 ,I J
に は 日本 の 人 工 林 面 積 は ト

ー
ノ ば " 、一 ゞ三、「ミニ;一郎 {

　

　 　
　　

　 　
　　

多いといえます。各国の L メンタルプラン湖
森林面積における人工林 &;"富三 ◆-一三キー 奇警鱒塾
面積の劉合では、日本が 灘 軒.二

し
ふき

1
三一 ふ, -- ,,,.薄墨 疑

約40を郭と′番高く、2位搬瀕雄姿部もぎ≦繕おゑ盛謝
以下のニ ュー ジラン ドや

イ ン ドの 倍近 い 比率 に な 人工林の造成 (パプア・ニューギニァ)

っています。 これは、 日本が第ニ次世界大戦後、 高度成長に とも

なう社会の木材需要の増加から、生産性の高い森林をつくるため

に積極的に植林に取り組んだ結果です。

r “ ‐二-」 L--UL ‐ー"- 」

だ一三 ,・ せんいばん
　 　　　　　

木材を砕いて木の繊

維をバラバラに して植林の 目的 =植林によって森林 をつ くるときの目的は、大 きく二

つに分けられ ます。ひとつは、住宅や家具などに必要な板や角材

の生産、およびパルプやきき≦樵板などの原料となる木材の生産を目
さんきょうLょく勺ん

的 とした産業植林です。 もうひ とつは、土砂流 出防止、防風林、
かんきょうLょくhん

フk源林など地域の生活や環境を守ることを目的とした環境植林で

す。ひ とつの森林が、産業植林 と環境植林の両方の目的でつ くら

れることもよくあります。 とくに、農民が行なう小規模な植林は、

多くの場合 この両方を目的 としたものです。

か ら、接 着剤 をカロえ、

圧縮 して板に した製

品。小さい木から

でも広い板がで

き る。

ー熱帯地域の主な植林樹種沙 ( )内は熱帯地域での値林醐 の比率

針葉樹 用不ォ枯封種 マ ツ類 (11%) 、 ナ ンヨウス ギ類 、イ トス ギ類

広葉椅} 用不ォ枯品種 チー ク (5%) 、マ ホガニー 類 、イ ン ドセ ンダ ン、
シタン、アフリカマホガニー類、タガヤサ ン類、
モクマオー類

産業用早生樹 ユ ー カ リ類 (23%) 、 アカ シア類 (8%)

多目的 i聞,種 ギンネム類、アルビジア類、モモタマナ類、
ワタノキ類、プロソピス類、アカシア類

答は最終
ページ

.、 .人 工 林 を つ く る

方法は、苗木を

植えることだけでしょ

うか。

ー 日本の主な植林樹種 ◎ ( )内もま国内植林比率

針・葉‐樹 スギ類 (44%) 、 ヒノキ (24%) 、カ ラマ ツ、
マツ類、 トドマツ

広葉樹 ナ ラ (クヌギ ・コナ ラ ) 類

※温帯地域では、マツ類、カラマツ、ポプラ類などが多く植えられている‐
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第7章 熱帯林再生に向けた活動 

1「」報「ri「潜 
★アグ口 

フオレストリー 

「アグロ」 は農業、 

「フオレス ト リー」 

は林業の意味の合成 

英語。樹木と農作物 

または家畜を、同一 

の土地で組み合わせ 

て育てる土地利用方 

法。植林した樹木の 

間で農作物を栽培し 

たリ、放牧などを 

行なう。農作物の 」 

栽培は、多くの 

場合、木が大 

き〈なるま 

での数年 I 

間が対象。 」 

クイスだよ 

答は最終 

ページ 

アフリ力の10 キロ 

航四方の疎林に 

甘住むゾウとアリの全部 

,I の体重は、どちらが重 

－いでしょうか？ 

じゅしゆ 

地域に役立つ樹種の植林 ユーカ)やアカシアなど成長がきわめ 

て早い樹種を早生樹とよびます。早生樹は世界各地で植林されて 

いますが、その地方にもともと存在しなかった樹種（外来樹種） 

を1種類だけ植えた単純林であることが多〈、自然災害や病虫害 

などの被害に弱いという特徴があリます。生物多様性の保全、水 

や土壌の保 

全などにも 

問題がある 

と して、 最 

近では地元 

の樹種が好 

んで植えら 

れるように 

なってきま 

した。 

また、 多 

目的樹種も 

注目されて 
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村の女性たちが参加して苗木づくり（ケニヤ） 

います。 これは、燃料、飼料、食用（果物や葉など）に利用でき 

る上に、土壌流出防止、防風、 日陰といったその地域の環境を守 

る働きなどいろいろな用途をもった樹種のことです。農家によっ 

て小規模に植えられている樹木には、 このような多目的樹種が多 

く見られます。 

農村地帯の住民や地域にとけこんだこのような林業活動のこと 

を、社会林業とよんでいます。 

人工林の歴史 験I－ らつ乙，刈ろう 
LHnH
一一一 

日本やョーロッパでは、古くから「木を切れば植える」 ということが 

行なわれてきました。ョーロッパの場合、何世紀にもわたって植林が行 

なわれ、 しばしばその土地固有の樹種が植えられてきたために、天然林 

と人工林の区別がつかない国も多いのです。 日本の場合、奈良時代に編 
‘にしえ 

まれた万葉集にすでに「古の人の植えけむ杉」と歌われておリ、その時 

代よりさらに昔から植林が行なわれていたことがわかります。 まとまっ 

た面積の本格的な植林が行なわれるようになったのは江戸時代からです。 

ー方、熱帯アジアやアフリカの社会では、伝統的に「木を植える」と 

いう考えが存在せず、植林が行なわれるようになったのはごく近年にな 

ってからのことです。 

 ンーー二：1三苦i玉一＝嘉三玉奉勲誓幸車喜霧三三ョ三喜舞ぎ雲霧筆喜編事ジ,=1了零季三事γ霧二礬ニ証誓三三二二這葱B聾寧三ニコ三三主三ニ主＝ニ三ジ 

25 

第7章 熱帯林再生に向けた活動

ナアクロ
ー
1ノ
′

フ Z-:/ ス ト、リー

「ア グ ロ」 は 農 業 、

「フ オ レ ス ト リー 」

は林業の意味の合成

英語。樹木と農作物

または 家畜 を、 同一

の土地で組み合わせ

て育てる土地利用方

法。植林 した樹木の

間で農作物を栽培し

たり、放牧などを

行なう。農作物の

栽培は、多くの

場合、木が大

きくなるま

での教年

間が対象。

答は最終
ページ

ア フ リカ の 10キ。

1毎四方 の疎林 に

住むゾウとアリの全部

の体重は、どちらが重

いで しょうか ?

じIPしゆ

地域に役立つ樹種の植林 ユーカリやアカシアなど成長がきわめ

て早い樹種を早生樹とよびます。早生樹は世界各地で植林されて

いますが、その地方にもともと存在しなかった樹種 (タト来機種)
たんじ}t.ん“ん

を 1種類だけ植えた単純林であることが多く、自然災害や病虫害
とくら上う

な どの被害に弱い という特徴があ ります。生物 多様性の保全、水

　 　　　　　　　
近一 勝善選蜂起 も て
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な っ て き ま ‐

した。

ま た 、 多 ‐ ノー i一言

目的樹種も 透彰霊禽おきき‘
★′

注
目

さ れ て 村の女性たちが参加して苗木づくり (ケニャ)

います。 これは、燃料、飼料、食用 (果物や葉など) に利用でき

る上に、土壌流 出防止、防風、 日陰 といったその地域の環境 を守

る働 きなどいろいろな用途 をもった桝種の ことです。農家によっ

て小規模に植えられている樹木には、このような多目的樹種が多

く見られます。

農村地帯の住民や地域にとけこんだこのような林業活動のこと

を、社会林業 とよんでいます。

日本や ヨー ロ ッパでは、古 くか ら 「木 を切れ ば植 える」 とい うことが

行 なわれ て きま した。 ヨー ロ ッパの場合、 何世紀 に もわ たって植林 が行

なわれ、 しばしばその土地固有の樹種が植えられてきたために、天然林

と人エ林の区別がつかない国も多いのです。 日本の場合、奈良時代に縞
Lにしえ

まれた万葉集にすでに 「古の人の植えけむ杉」 と歌われており、その時

代よりさらに昔から植林が行なわれていたことがわかります。 まとまっ

た面積の本格的な植林が行なわれるようになったのは江戸時代からです。

′方、熱帯アジアやアフリカの社会では、伝統的に 「木を植える」 と

いう考えが存在せず、植林が行なわれるようになったのはごく近年にな

ってからの ことです。
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植林後の管理 よい森林をつくるには、苗木を植えたあとに、下草刈り、つる切リ、間引きな 

どの手入れが必要です。温暖多雨で肥えた土地では、枝葉のよく茂った閉鎖林になるまでの年 

数は、もっとも成長の早いユーカJ やアカシアで3--4年、板や柱になるようなマツやスギな 

どでは十数年以上かかリます。木材が収穫できるまでの年数は、成長の早いパルプ用の木材で 

6'-'-7年、ポプラやマツで20'---30 年、直径が数十事ン存llく上の大きな丸太を生産するためには、 

数十年から100年以上が必要です。植えてから収穫できるまでの間の管理をおこたると、災害 

に弱い森林になリやすく、せっかく植えた苦労も水の泡となります。 

さらに熱帯地域では、 多くの場合、住民が燃料用の小枝やキノコなどを取るために自由に森 

林に入ることが習慣的に認められています。その際、一部の人たちによる不法な伐採や不注意 

な失火などによリ、森林が荒らされたり、焼けたリしています。そこで最近では、森林は社会 

全体のためのものという意識を高めるために、地域住民の手で、住民自身に役立つ森づくりと 

管理を行なう住民参加の森づく りが押し進められようとしています。 
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 植林後の下草刈り（マレーシア） 樹木と農作物をいっしよに育てるアグロフオレストリー 
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ほとんど砂漠化してしまった土地（ミャンマー） 植林4年後の同じ土地。住民が薪や炭に利用できる森となる 

騒I 
、． 

地域の住民たちが、植林や、その後の木々が育つまでの管理の 

作業に参加する方式。自分たちの森という責任感がやしなわれる 

とともに、住民の生活にも直接利益がもたらされます。たとえば、 
L んたんりん 

住民たちが薪や炭を得ることができる薪炭林づくりや、植えた 

木々の間で農作物などを育てるアグロフォレストリーなどが行な 

われています。 

~、 

ユと刈ろう －」り 

住民参加の森づくり 
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Lたく か

植林後の管理 よい森林 をつ くるには、苗木を植 えたあとに、下草刈 り、つる切 り、間引 きな

どの手入れが必要です。温暖多雨で肥えた土地では、枝葉のよく茂った閉鎖林になるまでの年

数は、 もっとも成長の早いユーカリやアカシアで 3~4 年、板や柱になるようなマツやスギな

どでは十数年以上かか ります。木材が収穫できるまでの年数は、成長の早いバルブ用の木材で

6~7 年、ポプラやマツで 20~30 年、直径が数十 ¥ン斎以上の大 きな丸太を生産するためには、

数十年から 100 年以上が必要です。植えてから収穫できるまでの間の管理をおこたると、災害

に弱い森林にな りやす く、せっか く植えた苦労も水の泡 とな ります。

さらに熱帯地域では、 多くの場合、住民が燃料用の小枝やキノコなどを取 るために自由に森

林に入ることが習慣的に認められています。その際、一部の人たちによる不法な伐採や不注意

な失ソくなどにより、森林が荒らされた り、焼けた りしています。そこで最近では、森林は社会

全体のためのものとい う意識を高めるために、地域住民の手で、住民自身に役立つ森づ くりと

管理 を行 な う葬式歩み"〃):…、‐‐{くりが押 し進 め られ よ うと して い ます。
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植林後の下草刈り (マレーシア) 樹木と農作物をいっしょに育てるアグロフォレス トリー

(インドネシア)
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ほとんど砂漠化してしまった土地 (ミャンマー) 植林 4年後の同じ土地。住民が薪や炭に利用できる森となる

()( β 地域の住民たちが、植林や、その後の木々が育つまでの管理の

;もつ と細 る.ヨ 作業に参力。する方式。自分たちの森とL、ぅ貴任患がゃしなゎれる

とともに、住民の生活にも直接利益がもたらされます。たとえば、

住民たちが薪や炭を得ることができる薪炭林づ くりや、植えた

木々の間で農作物などを育てるアジロフ {レストリーなどが行な

われてい ます。
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第8章 森林を救い、育てる国際的な活動 

団 森林を救い、育てる国際的な活動 

1970年代から80年代にかけて、熱 

帯林の減少がいよいよ著しくなるにつ 

れ、 国際的な危機感が高まりました。 

a器讐器姦ご貿臓な毎 
誉慕鬻；及黒) C) t:器器 '.41; 
驚2 ,るI‘二蒜競て地球‘ 
環境問題について話し合う国際会議、 

地球サミット（国連環境開発会議）がブラジルで開かれました。この会議で、地球の環境を 
さ‘、た（ みちすじ 

守るために三つの条約が採択され、今後の国際的な対策のための道筋が示されました。 

地球サミットではまた、すべての森林の持続可能な経営・保全・開発の必要性をうたった 

森林原則声明が採択されました。そこに示された国際的な約束にもとづいて、 この地球に豊 

かな森林を取りもどすための具体的な方策が、現在、国連を中心に各国で話し合われています。 
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地球サミット（ブラジル、1992年） 

日本の国際林業協力 日本も、 さまざまな形で世界の森林や林業のために貢献しています。 

日本政府は、他のエ業国と協カして、国連食料農業機関（FAQ)、国際熱帯木材機関（IT 

TO )、国際森林研究所（CIFOR) などの国際機関に対して、政府開発援助（ODA）に 

よる人的・資金的支援を行なっています。また、国際協力事業団（J I CA ）やそのー部で 

ある青年海外協力隊の活動をとおして、途上国の森林行政、植林による環境改善、林業開発 

などに力をつくしています。 

爵J aつと，知ろうプ 地球サミットで採択された3条約 

＜各条約のおおまかな内容＞ 

●星物多穣桂鷲る 森林を含むいろいろな自然に生きる生物種の多種多様な豊かさを保ち、それらを絶 

やすことのないよう大切に利用し、そこから得られる利益は公平に分配する。 

●気後菱動編藤篇う 地球温暖化を防ぐことを目的に、大気中のニ酸化炭素など温室効果ガスの濃度を 

安定させるため、各国が温室効果ガスの排出目標を定め、その目標達成に努力する。 この条約では、森 

林はもともとニ酸化炭素を吸収・貯蔵する能力があるとされ、森林減少の防止とともに植林による森林 

再生で、ニ酸化炭素の吸収・貯蔵量の増大をめざした方策が話し合われている。 

o 穆護花腸」r条篇う 深刻な砂漠化ゃ竿ばつに苦しんでいるアフリカ、中央アジアなどの国々を対象に、 

砂漠化防止と干ばつの影響をやわらげるための対策を立て、国際的に協カして行動する。 
里三コ」車「三ニ苦ど工二二三二巫三ニコ誉＝誉覧i三翌‘皿7 三I●野子て皿曹r些聾てコうm三E遮“降三~－誓ら■審事三胃舞寿雲三些奉誓三ョ~三」事霧三コョ浮芽，f 三，g証認＝奪膏妻昏主で舞雪寺ニ＃iこ 
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第 8章 森林を救い、育てる国際的な活動

圏 森林を救い・育てる国際的な活動

1970 年代から80 年代にかけて、熱

帯林の減少がいよいよ著 しくなるにつ

れ、 国際的 な危機 感 が高 ま りま した。

森林の減少は単にその地域の社会的、

　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　
や 海 洋 と同様 、 森 林 は 人 類 共 有 の 資 源 兜 ,. 撃 と

コ 、‐
…

.し

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　
地球サミット (ブラジル、1992年 )

環境問題について話 し合う国際会議、

地球サミット (国連環境開発会議) がブラジルで開かれました。この会議で、地球の環境を
ざいたく みちすじ

守るために〆′)の冬物が採択 され、今後の国際的な対策のための道筋が示されました。

地球サ ミッ トではまた、すべての森林の持続可能な経営 ・保全 ・開発の必要性 をうたった

森林原則声明が採択 され ました。 そこに示 された国際的な約束にもとづいて、 この地球に豊

かな森林 を取 りもどすための具体的な方策が、現在、国連を中一こに各国で話 し合われています。

二うけ人

日本の国際林業協力 日本も、さまざまな形で世界の森林や林業のために貢献 しています。

日本政府は、他の工業国と協力して、国連食料農業機関 (FAO) 、国際熱帯木材機関 (I T

TO) 、国際森林研究所 (CIFOR) などの国際機関に対して、政府開発援助 (ODA) に
　　　 　

よる人的 ・資金的支援 を行なっています。 また、 国際協力事業団 (J I CA) やその一部で

ある青年海タト協力隊の活動をとおして、途上国の森林行政、植林による環境改善、林業開発

などに力をつ くしています。

.・ ご.

<各条約のおおまかな内容>

o 生新多様桜馨 る 森林を含むL、るぃろな自然に生きる生物種の多種多様な豊かさを保ち、それらを絶

やすことのないよう大切に利用 し、そこから得られる利益は公平に分配する。

さこうへんどうわくぐ彬ょ決り〈
◎気候変動枠組条約 地球温暖化を防ぐことを目的に、大気中の二酸化炭素など温室効果ガスの濃度を

安定させるため、各国が温室効果ガスの排出目標を定め、その目標達成に努力する。 この条約では、森

林はもともとニ酸化炭索を吸11ス・貯蔵する能力があるとされ、森林減少の防止とともに植林による森林

再生で、ニ酸化炭素の吸 11ス・貯蔵量の増大をめざした方策が話し合われている。

◎砂漠花鵠芯馨 る 深刻な砂漠化ゃ千ばつに苦しんでいるァフリヵ、中央ァジァなどの国々を対象こ・

砂漠化防止と干ばつの影響をやわらげるための対策を立て、国際的に協力して行動する。
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政府以外でも、市民組織や企業など民間による海外支援活動が 

行なわれています。そのひとつのNGOやNPO とよばれる民間 

団体の自主的な活動は、事業規模は小さいけれど、草の根レベル 

で地域社会に密着した活動を行なっていることが特徴です0 海外 

で植林活動を行なっているNG0は、現在では50を超えています。 

企業も地球環境に貢献する活動を行なうところが増えています。 

製紙会社、電力会社、 

自動車会社、情報関 

連会社など数多くの 
え‘、 り きぎ」う かく 

営利企業が、原料確 
ほ 

保のための産業植林 

以外に、地球環境保 ‘ 二6、 4‘ 、焦言話 

農1音器二I壁 
てんか、、 

動を展開しています。 

' 

l七iii廿『『I' 
★NGO と 

N P0 

NGO は、非政府組織、 

NP〇は、民間非営利 

組織の意味。ともに 

市民たちが、福祉や 

町づ〈リ、海外協力 

などの目的をもって 

自主的に組織した団 

体で、利益を目的と 

しない活動を行なう。 
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日本のボランティアによる海外緑化活動（フイI)ピン） 

緑化推進センターの活動 
」 

国際協力を目的とする民間非営利団体のひとつに、 財団法人国際緑化推進センター 

(JIFPRO) があります。国際緑化推進センターは「緑豊かな地球を次世代に弓はつぐこと」を 

目標に、国際林業協力のための「人材の養成」、「NGO など民間活動の支援」、「調査・研究開 

発」、 「情報の収集と提供」、「普及・啓発」、「熱帯林の造成」などの活動を行なっています。 

■国際緑化推進センター（JIFPRO）の活動 
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政府Lメタトでも、市民組織や企業など民間による毎夕ト支援活動が
エてジーす エマビ一寸-

行なわれています。 そのひとつの NG() や N P 0 とよばれ る民間

団体の自主的な活動は、事業規模は小 さいけれ ど、草の根 レベル
　　　　　　

で地域社会に密着 した活動 を行なっていることが特徴です。海外

で植林活動 を行なっているNG ‐0 は、現在では 50 を超えています。

企業も地球環境に貢献する活動を行なうところが増えています。

製紙会社、電力会社、
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自主的に組織した団

体で、利益を目的と

しない活動を行なう

多くの場合、ボラン
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国際協力を目的 とする民間非営利団体のひとつに、財団法人国際緑化推進センター

(JIFPRO) があります。国際緑化推進センターは「緑豊かな地球を次世代に引きつぐこと」を
ようせい
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資料 

教えて！ 
どf ' 

1、砂漠になったところを緑いっぱいに回復できますか？ 

砂漠に植物が育たないのは、水が足りないからです。乾燥地では、わずかな水でも育つごく限られ 

た種類の植物L か生きていけません。その植物が何かの原因で消失すると、そこは砂漠化してしまし、 

ます。砂漠化したところでは、基本的に自然のカだけでは草や樹木は再生できません。そうしたとこ 

ろを緑にもどすには、その土地に適した植物を育てることです。 しかし、表面の土が吹き飛ばされた 

りして移動するのを止めるエ事などが必要で、たくさんのお金と手間と長い時間がかかります。それ 

よりは、今ある草原やわずかな林を絶やさないようにすることが、現実的で賢いやリ方です。 

2、海外の緑化活動を希望する人はどんな人ですか？ 

地球環境や将来の人たちのために森林を守ることが大切であることを知っていて、同時に途上国で 

生活に困っている貧しい人たちを助けたいと思っている人たちです。会社員、公務員、主婦、学生、 

退職者などさまざまな人たちがいます。自分でも何かをしたいという積極的な考えの持ち主です。 し 

かし、実行するには、緑化の知識や技術、現地の人たちとある程度会話ができることなどが必要です。 

緑化の知識や技術は、農林高校や大学農林系学科などで学べます。国際緑化推進センターでも基礎的 

な研修を行なっています。 

3、木を1 本植えるのにいくらかかりますか？ 

植林に必要な費用は、苗木代、草刈りや穴掘り、植え付けなどの労働賃金、肥料代、物資や人の運 

送費などがあります。 これらの値段は国によって違います。東南アジアの途上国では、 1 ヘクタール 

におよそ10,,-15万円かかります。 1 ヘクタールに植える木は1000 ~ 2000本です。1 本の植え付け 

費用は50 -150 円、だから平均約100円です。労働賃金や物価が高い日本では10倍以上必要です。 

4、私たち子どもが地球環境のためにできることは何ですか？ 

たくさんあリますが、 日常の生活のなかでできる次のようなことが大切でしょう。 

(1）自然を知り、自然を愛する 草花や木々や森の四季の様子、毛虫や小鳥や魚の生活、毎日の気候 

や雲の様子など、身の回りの自然を観察して、自然の仕組みのすばらしさ、生命力の偉大さ、生態系 

の大切さなどを学びましょう。知ることは行動することの第ー歩。 

(2） エネルギーを浪費しない 地球温暖化の最大の原因は化石燃料（石油、天然ガス、石炭）の大量 

消費にあリます。 これらはエネルギー源として電気、ガス、自動車などに大量に使われています。森 

林が吸収できるニ酸化炭素の量はわずかなので、 日常生活でも節電、省ェネに協力しましょう。 

(3）物を大切にする 木製品を大切に使って2 倍長持ちさせれば、それだけ森林減少・劣化の防止に 

貢献できます。食べ物なども残さないようすれば、食料生産のための森林開発が防げ、食料が足りな 

くて困っている人たちを助けることにもなリます。また、すべての物の生産にはエネルギーが必要で 

す。物を長持ちさせれば、それだけエネルギーの消費が減ることになリます。ー人ー人の努カの結果 

はとても小さいけれど、‘‘ちりも積もれば山となる”。みんなの努カが集まれば大きな力となります。 
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1、砂漠になったところを緑いっぱいに回復できますか ?

砂漠に植物が育たないのは、水が足りないからです。乾燥地では、わずかな水でも育つ ごく限られ

た種類の植物 しか生きていけません。その植物が何かの原因で消失すると、そこは砂漠化してしまい

ます。砂漠化したところでは、基本的に自然の力だけでは草や樹木は再生できません。そうしたとこ

ろを緑にもどすには、その土地に適 した植物を育てることです。 しか し、表面の土が吹 き飛ばされた

りして移動するのを止める工事などが必要で、たくさんのお金と手間と長い時間がかか ります。それ

よりは、今ある草原やわずかな林を絶やさないようにすることが、現実的で賢いやり方です。

2、海外の緑化活動を希望する人はどんな人ですか?
地球環境や将来の人たちのために森林を守ることが大切であることを知っていて、同日寺に途上国で

生活に 困ってい る貧 しい人 た ちを助 けた い と思 って い る人 た ちです。 会 社 員、 公務 員、 主婦、 学生、

退職者などさまざまな人たちがいます。 自分でも何かをしたいという積極的な考えの持ち主です。 し

かし、実行するには、緑化の知識や技術、現地の人たちとある程度会話ができることなどが必要です。

緑化の知識や技術は、農林高校や大学農林系学科などで学べます。国際緑化推進センターでも基礎的

な研修を行なっています。

3、木を 1本植えるのにいくらかかりますか ?

植林に必要な費用は、苗木代、草刈 りや穴掘 り、植え付けなどの労働賃金、肥料代、物資や人の運

送費などがあります。 これらの値段は国によって違います。東南アジアの途上国では、 1ヘクタール

におよそ 10~15 万円かかります。 1ヘクタールに植える木は 1000~2000 本です。 1本の植え付け

費用は 50~150 円、だから平均約 100 円です。労働賃金や物価が高い日本では 10 倍以上必要です。

4、私たち子どもが地球環境のためにできることは何ですか ?

たくさんありますが、 日常の生活のなかでできる次のようなことが大切でしょう。

(1)E 1然を知 勺、 自然を愛する 草花や木々や森の四季の様子、毛虫や小島や魚の生活、毎 日の気候

や雲の様子など、身の回りの自然を観察 して、 自然の仕組みのすばらしさ、生命力の偉大さ、生態系

の大切さなどを学びましょう。知ることば行動することの第一歩。

(2) エネルギーを浪費しない 地球温暖化の最大の原因は化石燃料 (石油、天然ガス、石炭) の大量

消費にあります。 これらはエネルギー源 として電気、 ガス、 自動車などに大量に使われています。森

林が吸 11ヌできるニ酸化炭素の量はわずかなので、 日常生活でも節電、省エネに協力 しましょう。

(3) 物を大切にする 木製品を大切に使って 2 倍長持ちさせれば、それだけ森林減少 ・劣化の防止に

貢献できます。食べ物なども残さないようすれば、食料生産のための森林開発が防げ、食料が足りな

くて困っている人たちを助けることにもなります。 また、すべての物の生産にはエネルギーが必要で

す。物を長持ちさせれば、それだけエネルギーの消費が減ることになります。一人一人の努力の結果

はとても小さいけれ ど、 "ちりも積もれば山となる"。みんなの努力が集まれば大きな力 となります。
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クイズの答え 

(3ページ） b 年間の丸太の生産量32億立方航 

(5ページ） 第3次消費者 から推定できる。丸太の大きさ 

(10ページ） およそ400年後 はふつう0.3~0 .6航。そこから 

(15ページ） 木炭にして地中に理める。こう 計算すると50億本～100億本程 

すれば、マグマなどで熱せられ 度と考えられる。薪にする小さ 

て燃えない限り、炭は属らない い木まで含めるともっと多くなる。 

ので、半永久的に炭素を閉じこ 7 . (22ページ） アメリカ合衆国 

(19ページ） 

めておける。 

d 

8 . (24ページ） タネをまく、さし木をする、切り 

株の芽から育てる方法などがある． 

(21ペー ジ） 正確な数はわからない。 しかし、 9. (25ページ） 
ほぼ同じと考えられている 

× 

/ 

× 

【森林・地球環境についての情報ホームページ】 

く子ども向け＞ 

◆林野庁「子ども森林館」 http://www.rinya.maff.go.jp/kouhousitu/kodomo.html 

◆環境省・環境情報提供システム「このゆびとまれ！エコキッズ」 

http://www. eic.or.jp/ecokids/index.html 

◆（社）全国森林レクリエーション協会「子ども樹木博士」 http：ノノwww.shinrinreku.jp/kodomoノ 

＜市民向け＞ 

◆環境省・環境情報提供システム「エコライフガイド」 

◆国立環境研究所 httpゾノwww. nies.go.jp/index-ihtml 

◆外務省 http://www. mofa.go.jp/mofalindex.html 

◆林野庁関東森林管理局東京分局「森のなんでも相談室」 

◆（社）国際食糧農業協会 httpゾノwww. fao-kyokai.or.jp/ 

◆（財）国際緑化推進センター http:f/www. jifpro.or.jpノ 

http：ノノwww. eic.or.jp/ecolifeノ 

httpゾノwww.shinrinto町o.go.jpノ 

ノ 
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(3 ページ)

(5 ページ)

(10ページ)

(15ページ)
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(19ページ)

(21ページ)

第 3次消費者
およそ400年後
木炭にして地中に埋める。こう
すれば、マグマなどで熱せられ

て燃えない限り、炭は腐らない

ので、半永久的に炭素を閉じこ
めておける。

d
正確な数はわからない。 しか し、

7.(22 ペ ー ジ )

8.(24 ペ ー ジ )

9.(25 ペ ー ジ )

年間の丸太の生産量32億立方節
から推定できる。丸太の大きさ
はふ つ う 0.3~0.6 都 。 そ こ か ら

計算すると50億本~100 億本程

度と考えられる。薪にする小さ
い木まで含めるともっと多くなる。
アメリカ合衆国
タネをまく、さし木をする、切り
株の芽から育てる方法などがある.
ほぼ同じと考えられている.

【森林 地々球蓑鱒についての情報ホームページ1

<子ども向け〉
◆林野庁 「子ども森林館」 http://www.rinya.ma 什.go.ip/kouhousitu/kodomo.html

◆環境省・環境情報提供システム「このゆびとまれ !エゴキッズ」
http://wWw.eic.or.ip/ecokidS/index.html

◆ (社)全国森林レクリエーション協会「子ども樹木博士」
<市民向け>.

◆環境省・環境情報提供システム「エゴライフガイド」
◆国立環境研究所 http://www.nies.gojp/index-i.html

◆ 外 務 省 http://www.mofa.go.ip/mof 副 index.htm ー

◆林野庁関東森林管理局東京分局「森のなんでも相談室」
◆ (社 ) 国際食糧農業協会 http://www.fao ‐kyokai.orjp/

◆ (財 ) 国際緑化推進センター http=//wWW.iifpro.or.ip/

http:〃wvvw.shinrinreku.ip/kodomo/

http=//www.eic.or.ip/ecolife/

http://Www.Shinrintokyo.go.ip/

"、:illlr‐のま;-1,.…友たち;/;tt ゴ ,ゴー;おる.すくi,;illrq

State of the Worlds Forest 2001(FA0 、世界森林白書 2001) 平成 12 年
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